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(S 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止）が描かれ 
ています。 

♦記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電源プラグを コンセント か 
ら巧く）が描かれています。 

A 記号は注意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的なま意内容(左図の場合は指をはさまれないようにま 
意)が描かれています。 



安を上のごミ主意 


ご使用の前に、この「を全上のごま意」をよくも'読みになり、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、いつでも見られる場所に保証書と共に必ず保管してください。 


絵表のについて 


この「を全上のごま意」は、製品をを全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害 
財産への損害を未然に防止するため、いろいろな絵ま示をしています。内容をよく理解してか 
ら本文をお読みください。 


A 警告 


A 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 
t または重傷を負う可能性が想定される内容を示して 
います。 


> この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷 

^ 害を負う可能せが想定される内容および物的損害のみ 
' の発生が想定される内容を示しています。 


® 處瓜 
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電源プラグをコン 
セントから抜く 



A 


(§) 

水場での使用禁止 



♦万一、煙が化ている、変なにおい节音がするなどの異常状態のまま使 
用ずると义楽-感電の原因となりまず。ずぐに本磯の電源スイッチを 
切り、おず電源プラグをコンセントから抜いてください。 煙が化な< 
なるのを確認して販売店に修理をご依頼ください。 

♦ 本機の開□部などか6内部に金属類や燃えやずいものなどの異物を 
差し込んピリ、落し込んだり、水を入れないでください。义災■感 
電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではごま意ください。 
万一、本機の内部に水や異物が入った場合は、まず本機の電源スイッ 
チを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご速船くださ 
し、そのまま使巧すると义災-感電の原因となります。 

♦ 電源コードの上に重いものをのせたり、電源コードが本磯の下敷じな 
らないようじしてください。電源コードに傷がついて、义楽■感電の 
原因となりまず。電源コードの上を敷物などで覆うことじより、それ 
に気付かず、重い物をのせてしまうことがあります。 

♦ 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に巧げたり、ねじったり、 
引っ張ったり、熱器具におづけて力□熱したりしないでください。コー 
ドが破損して、义楽-感電の原因となりまず。 

♦ 電源コードが傷んだら(お線の露化、断髓など)販売店に交換をご依頼 
ください。そのまま使巧すると义楽-感電の原因となります。 

♦万一、本機を落したり、キャビネットを破損した場合は、本磯の電源 
スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡 
ください。そのまま使巧ずると义楽-感電の原因となります。 

♦電源プラグをがく時は、電源コードを引っ張らないでください。コー 
ドが傷つき、义楽-感電の原因となることがあります。おずプラグを 
持って抜いてくだきい。 


♦ 謡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因とな 
ることがあります。 


♦ 雷が鳴り化した6、電源プラグじは触れないでください。感電の原因 
とな y ます。 


♦ 本機に付属している電源コードのみ使巧してください。他の機器の電 
源コードを本磯に使用しないでください。また、付属の電源コードは 
本機たが卜には使用しないでください。電流容量などの違い(こより义災 • 
感電の原因となります。 


♦ 風呂場や窓ぎわで雨などがかかるおそれのある所等の水滴がかかる場 
巧では使用しないでください。义楽-感電の原因となります。 


♦ 本磯に水が入ったり、俯らさないようにごま意ください。义炎-感電 
の原因となりまず。雨天、峰雪中、海岸、水辺での使用は特にごま意 
ください。 





















A 

整化 


(S 


♦ 表示きれた電源電圧(交茄100ボルト） W 外の電圧で使巧しないでく 
ださい。义災-感電の原因となります。 

♦本機を使用できるのは日本国内のみです。電源周波数は日 OHz 地域 
または目 OHz 地域でご使用できまず。船舶などの直流 (DC) 電源には 
接続しないでください。义楽の原因とな y ます。 

♦ 本禮の開□部をふさがないでください。開□部をふさぐと内部に熱が 
こもり、义災の原因となりまず。本機には、内部の温度上昇を防ぐた 
め、ケースの上部や底部などじ開□部があけてありまず。ホのような 
使いちはしないでください。 

•本機をあお向け皆横倒し、逆さまじする。 

• 本禮を押し人れ、専用のラック W 外の本箱など風通しの悪い薇い戸斤 
じ押し込む。 

• テープルク□スをかけたり、じゅうたん、布回の上において使用ずる。 
• 本機の上に物を置く。 

♦ 本機の上にろうそく等のがが発生しているものを置かないでくださし、 
义災の原因じなりまず。 

♦本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った 
容器や小さな金属物を置かないでください。こぼれたり、中に入った 
攝合、义災-感電の原因となりまず。 

♦ エアコンの下に置かないでください。エアコンか6か滴が滴下した場 
合、汚損-故障-义楽-感電の原因となりまず。 


か解禁止 


♦本機の裏ぶた、キャビネット、カバーは給対外さないでください。内 
部には電圧の高い部分があり、感電の原因となりまず。内部の点お- 
整備-修理は販売店【こご依頼ください。 

♦ 本機を改造しないでください。义が-感電の原因となります。 


A 

ま意 
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运 

電減プラグをコン 
セントから抜く 
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♦ オーディオ機器を接続ずる場合は、各々の機器の取撒説明書をよく読 
み、電源を切り、説明に従って接続してください。また、接続は指走 
のコードを使用してください。指定 W 外のコードを使用したり、コー 
ドを延長したりずると発熱し作けどの原因となることがあります。 
♦電源を入れる前(こは、音量(ボリューム）を最ル(こしてください。突然 
大きな音がでて聴力障害などの原因となることがあります。 

♦ 長時間音が歪んだ状態で使わないでください。スピーカーが発熱し、 
义榮の原因となることがあります。 


♦ 電源のスイッチを切っても電源からは完全に適断されていません。 
万一の事故防止のため、本製品を電源コンセントのおくに置き、ずぐ 
に電源コンセントからプラグを抜けるようにしてご使用ください。 

♦ 旅行などで長期間、この機器をご使用じならない時は安全のため必ず 
電源プラグをコンセントから抜いてください。 

♦ お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから抜いて巧って 
くた‘さい。 

♦移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセン 
卜から抜き、機器間の接続コードなど外部の接続コードを外してから 
巧ってください。コードが傷つき、义災■感電の原因となることがあ 
y ます。 


♦ 調理台や力□湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場所や湿気やほ 
こりのをい場所に置かないでください。义災-感電の原因となること 
があります。 

♦ ぐ6ついた台の上や傾いた所など不安をな場所や振動のある巧に置か 
ないでください。落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあ 
りまず。 

♦ 次のような異常に温度が高くなる場所に放置しないでください。キャ 
ビネ、ソトや部□ちに悪い影響を与え、义災の原因となることがあります。 
• 窓を閉めきった自動車の中 
• 直前日光が当たる塌所 
• 义や暖房器具など熱を発生する機器の近く 

♦ 本機の上に重いものや外枠か6はみ化るような大きなものを置かない 
でください。パランスがくずれて倒れたり、落下して、けがの原因と 
なることがあります。 

♦ 本機の上にテレビやオーディオ磯器などを載せたまま移動しないでく 
た’さい。倒れたり、落下して、けがの原因となることがありまず。 

♦本機に乗ったり、ぶら下がったりしないでください。特にお子様じは 
ごミ主意ください。倒れたり、こわしたりして、けがの原因となること 
がありまず。 


♦ 5 年に一度くらいは機器内部の掃除を販売店などじご相談ください。 
機器の内部にほこりがたまったまま、長い間掃除をしないと义炎节巧 
障の原因となることがありまず。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に 
行うと、より効果的です。なお、掃除費用(こついては販売店などにご 
相談ください。 
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この度はマランツ製□□□をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

本製品をご使巧いただく前に、この取扱説明書をお読みいただき、正しくお使いください。 
お読みになった後は、 r 保証書」とともに大切に保管してください。 


■ 付属品のお認 

ご使用の前に下記のが属思)がそろっていることをご確認くだきい。 
• リモコン . 1個 

. 電弛(単 4). 2個 

• 電源コード . 1本 

• AM アンテナ . 1個 

• FM アンテナ . 1個 

• マイク□フォン . 1個 

• 取撒説明書(本書） . 1冊 


• 保証書(箱に貼付) 
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!_ 本機の特長 


■ HD 才ーディオデコーダー搭載 

本機には、 W 下のような最新のデジタル-サラウ 
ンド-サウンド-デコーディング-テクノ□ジー 
が搭載されています。詳細は、 r サラウンドモード」 
(56 ページ)を参照ください。 

• Dolby True HD 

• Dolby Digital Plus 

• Dolby Digital'Dolby Digital EX 

• DTS-HD (Master Audio , Hi-Resolution Audio ) 

• DTS'DTS ES'DTS Neo :6 、DTS 96/24 

• Dolby Pro-Logic Hx 

■ 才ートセットアップシステム 

付属の高性能マイクを使って、スピーカーの特性 
とリスニングルームの特性を測定したデー女を、高 
性能 DSP じて分析、演算処理を行ない、リスニン 
グルーム全体を最適な視聴環境になるようじ、周 
汲数特性を補正するオートセ、ソトアップ機能を搭 
載しました。 

■ 7チャンネルディスク IJ — トアンプ 

同ーパフォーマンスのワイドレンジのディスクリー 
トアンプを7チャンネル採用。 

■ HDMI 端子の搭載 

最新の Ver 1.3 a (こ対応した HDMI 用にの搭載に 
より、映像面では Deep Color や X.V. Color 規格 
の峡像の伝送に対応し、音声面では Blu-ray Disc 
や HD DVD で探用されている 「Dolby True HD 」、 
rOTS HDJFDolby Digital 円 us 」 に対応しています。 

■ ビデオコンパーター搭載 

フルデジクル処理による映像信号のアップコンバー 
ター（コンポジ、ソト/コンポーネントー HDMI ) を装 
備しました。 


■ 広帯域 コンポーネント ビデオ セレクター 

コンポーネントビデオ信号に巧して入力を3系統、 
化力を1系統設けました。八イビジョン信号等の広 
帯域 (8 日 MHz (- 3 dB )) な映像信号じ対応しまず。 


■ 設置の自由度を高める薄型設計 

マルチチヤンネル AV レシーバーとしては薄型にず 
ることじより、限6れたスペースでの設置が可能と 
なってお LJ ます。 

■ その他の特長 

• 32 bit 最新 DSP を借載 

• 各種設定:を TV 画面にて行える OSD メニューシ 
ステム 

• プリセツト機能かきリモコン 
• 環境に配慮した低消費電カスタンパイモード 
• フ□ントパネルにカーソルボタンを搭載 
• デジタルオーディオプレー中一等3.日ホステレ 
オミニジャックで接続できる AUX 1 入力端子を 
フ□ントパネルに装備 
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I ご使用の前に 


ごほ用いただく電源電圧.周波数 I リモコンのほ用について 


• 電源電圧は、交流10 0 V をご使用ください。 

• 電源周渡数は、 50 Hz 地域または目 OHz 地域でご 
使用できます。 


設置についてのごを意 


本機をホホくご使用いただくためじ、次のような場 
所には設置しないでください。 

• 直射日光が当たる所 
• 暖房器具など熱を発生する機器におい巧 
* 湿気の多い巧や風通しの悪い巧 
• ほこりのをい所 
• 振動のある巧 

• ぐらついた台の上や傾斜のある不安をな巧 
• 窓ぎわで雨などがかかるおそれのある巧 
• アンプ等の発熱の多い機器の上 
放熱のため、本磯を下図の通りに壁や化の機器等 
か6離して設置してください。 





■ リモコンの動作轟囲 

リモコンによる本機の操作可能範囲は下図のとお 
りです。 



使用上の注意 

• リモコンの受光部に直射日光やインバークー堂 
光ななどの強い光を当てないでください。リ 
モコンが操作できない場合がありまず。 

• リモコンを操作すると、赤外線で操作ずる化の 
機器を誤動作させることがありまずのでごを意 
ください。 

• リモコンとリモコン受信部の間に障害物がある 
と操作できません。 

• リモコンの上に物を置かないでください。ポク 
ンが押し続けられた状態じなり、電池が消耗し 
てしまうことがありまず。 

■ リモコンに電池を入れる 

付属のリモコンを最初じご使用になる前に . リモコ 

ンに電池を入れて<ださい。 

付属の電池はリモコンの動作お認用です。 


■ 上におをのせない 

本おの上に物をのせて放熱を巧げると，事故サ巧 
障の原因じな y まず。 


1. 電池カバーをはずします。 

2. 電池を極性表示(©プラスと©マイナス）に 
ミ主意し、表示通りに正しく装着します。 

3. 電池カバーを元に戻します。 


局温ま意 

使用中および使用直後は.操作部> 後面接続端子 
部 JU 外の部分は高温になっているので手を触れない 
で<ださい。やけどの恐れがあり> を除です。 

特に高温を意マークのある面及びその周辺は高温 
じなりまずので絶対に触れないでください。 










































!_ る部の名祿 


前面 



ごほ用の前に 


電池の巧扱いについて 

電池を誤って使用ずると、液もれや破裂、腐食な 

どにより、义楽、けがや周囲を汚損する原因とな 

ることがありまず。 

W 下のま意をよく読んでご使用く ださい。 

• 電池のプラス©とマイナス©の向きを機器の 
表示通り正しく入れてください。 

• 電池は同じおがのものでも電圧の異なるものが 
ありまずので、指をとふホの電池は使用しないで 
ください。また、新しい電池と古い電池を混ぜ 
たり、種類の違う電弛を混ぜたりして使用しな 
いでください。 

• 電弛は充電しないでください。 

• 電池はお子様や幼児の手の届かない場所に保管 
してください。誤って啟み込んでしまった塌合 
は、ただちに医師の診断を受けてください。 

• 電池は金属性のボールペン、ネックレス、コイ 
ン、ヘアーピンなどと一赌じ携帯、保管しないで 
<ださい。 

• 長期間 （1 ヶ月 W 上）リモコンを使用しない時は、 
電池の液もれを防ぐためじ電池を取り化してお 
いてくた’さい。もし、電池が液もれを起こした 
時は、素手で液にさわ6ずに、ケース内に付いた 
巧をよ<拭き取ってから新しい電池を人れてく 
ださい。この際、液が皮膚作を服に付着すると 
义傷ずるおそれがありますので、取损いじは十 
分ごま意ください。誤って液が付着してしまっ 
た塌合は、ただちに水道水で洗浄し医師の診断 
を受けてください。 

• 電弛は力□熱したり、分解したり、义や水の中に入 
れないでください。 


• 不要になった電池を廃棄する場合は、テープ 
などで絶縁をし、お住まいの地方自治体の指 
示(条例）に従って処理してください。 

• 電池は义のそばや直新日光のあたるところ、 
が天下の車内、熱器具のおくなど高温の場戸斤 
に置かないでください。 


① POWER ON/STANDBY ボタン 
STANDBY インジケーター 

このボクンを押ずと電源が ON し、もう一度押ず 
と電源が OFF します。ボタンが ON 状態では、か 
罵のリモコンで電源を ON / OFF することもできま 
ず。リモコンを使って電源を OFF したスタンパイ 
状態のときには、スタンパイインジケークーが点财 
しまず。 （12 ページ参照） 

感 INPUT SELECTOR つまみ 

入カソース機器を選択ずるときじ使いまず。 

(12 ぺージ参照） 

③ SURROUND MODE ボタン 

このボタンを押ずと、サラウンドモードが切り替わ 
U ます。 

④ AUTO ボタン 

このボタンを押すと、オートサラウンドモード(こな 
U まず。 

このモードを選択すると、本機は入力信号じ対応 
ずるサラウンドモードを自動的に選択しまず。 

に6ページ参照） 


® (Q) 

感 SOURCE DIRECT ボタン • 
インジケーター 

このボタンを押すと、トーンコント□ール回路など 
をパイパスする「ソースダイレクト」モードじなりま 
す。ソースダイレクトモードを解除ずるには、本体 
の SOURCE ダイレクトボタンを再び押しまず。 

® MENU ボタン 

このボタンを押すと 、 OSD メニューシステムが起動 
します。 （16 ページ参照） 

③ EXIT ボタン 

このボタンを押ずと 、 OSD ^ニューシステムを終了 
します。 

⑧ DISPLAY ボタン 

このボタンを押すと，表示部のディスプレイモード 
を切り替えることができまず。に5ページ参照） 

⑨ BAND ボタン 

このボタンを押ずと、チューナーの FM と AM が 
切り替わりまず。 


⑩ MEMORY ボタン 

このボタンを押すと，チューナーに周液数をプリ 
セットする，を号を入力ずる、または放さ局をを 
人力することができます。 （28 ページ参照） 

⑩ HDMI インジケーター 

本機が HDMI 人力信号をデコードしているときじ点 
なしまず。 

⑩ VOLUME つまみ 

全体的な音量を調整しまず。このつまみをちに回 
すと音量が大きくなりまず。 

(0) AUX 1 INPUT 端子 

ポータブルオーディオプレーヤーなどの接続に使用 
でさます。 

沼)力ーソルけ/ ►/▲/▼)/ 

ENTER ボタン 

このボタンを押すと ， OSD メニューシステムおよび 
AM / FM チューナーの操作ができまず。 

贷リモコン受巧部 

リモコンのホ外線信号を受信しまず。 

⑩ SETUP M に端子 

付属のマイクを使用して，スピーカーの特性を自 
動的に測をおよび補正することができます。 

に1ぺージ参照） 

⑩ PHONES 端子 

ヘッドフォン用の接続端子です。この端すじへッ 
ドフォンを接続すると、スピーカーか6の音声は自 
動的に無音になります。 （27 ページ参照） 
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( 10 ) 

( 1 ) メインインフオメーシヨン表示 

入カファンクション> サラウンドモード> ボリュー 
ムサ受信周液数等を表示します。 


(9) (8) (7) 

( 6 ) PRESET インジケーター 

チユ ーナー操作で PRESET モードで選局している 
ときに点灯しまず。 


( 2 ) AUTO インジケーター 

AUTO SURROUND けートサラウンド）モードが 
選巧されているときに点なしまず。 

(3) TUNER イジジケーター 

ST : FM 放さをステレオで受信していると 
きじ点巧しまず。 

TUNE :放さを受信しているときじ点なしまず。 

(4) つインジケーター 

本機のスリープタイマー機能を使用しているときじ 
点なしまず。 


(7) HDMI インジケーター 

HDMI 入カソースが逞ばれているときじ点のしま 
ず。 

(8) SS イン ジケー ター 

ディ マー機能を使用して表示部が消な(ディスプレ 
イオフ）: I 犬態のときじ点巧しまず。 

(9) DIGITAL インジケーター 

デジタル入カソースが選ばれているときじ点灯しま 
す。 


(5) MEM インジケーター 

チユ ーナー 操作で MEMORY 機能が動作している 
ときに点なします。 


モ3ン 


このリモコンは本機とホか線受光窓の付いている 
マランツ製スーパーオーディオ CD プレーヤーや 
ブルーレイディスクプレーヤーおよび DVD プレー 
ヤー> チューナーなどをコント□ールずることがで 
きます。リモコン操作じよりコント□ールできる巧 
容が異なる場合ちありますので，組み合わせる機器 
の取扱説巧書电参照してください。 
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( 10 ) SIGNAL FORMAT インジケーター 
DTS 

d ね信号が入力されているときに点なします。 

DTSHD 

d ね- HD 信号が入力されているときに点なしまず。 

DTS ES 

d は- ES 信号が入力されているときに点なします。 

DTS 96/24 

dts -96/24 処理が施された dts 信号が人力されて 
いるときに点财しまず。 

NEO :6 

音声が DTS NEO : 目で化力されているときに点财 
します。 

□□ HD 

ドルビー True HD 信号が入力きれているときに点 
財しまず。 

口 □ D 

ドルビーデジタル信号が入力されているときに点财 
します。 

□□ D + 

ドルビーデジタルプラス信号が入力されているとき 
に点なしまず。 

□□DEX 

ドルビーデジタル EX 信号が入力されているときに 
点灯しまず。 

□□ PLDx 

音声がドルビープ□□ジック nx で化力されている 
ときに点灯します。 

DSP 

音声が VIRTUAL または Multi Ch Stereo モード 
で化力されているときに点なしまず。 














































































































の ON I / STANDBY (!) ボタン 

(アンプモード選択時） 

本機の電源をオン/オフするときに押しまず。 

回 DIMMER ボタン 

本機の表示部の輝ちを處<するときに巧します。 

回 HT-EQ ボタン 

(アンプモード選択時） 

HT EQ (ホームシアターイコライザー）を選択ずる 
ときに巧します。 

の SURR. MODE ボタン 

サラウンドモードを還択ずるときに押します。 

回 S.DIRECT ボタン 

ソース ダイレクトを選択するときに巧しまず。 

固 EQ ボタン 

Room EQ モードを選択ずるときに押しまず。 

回 A / D ボタン 

HDML デジタルおよびアナ□グ入力を切り替える 
ときに押しまず。 

因 MUTE ボタン 

音声をミュート（ミ肖音)するときじ押しまず。 

回 VOLUME +/- ボタン 

音量を調節するときに押します。 

画 AUDIO ボタン 

AAC の2 力 国語モードのとき、 MAIN (ち音部) SUB 
(副音声）のどち6かでの再生を還択するときじ押 
しまず。 

回 INFO ボタン 

本機では使用しません。 


回 ◄、►、▲、▼ / ENTER ボタン 

本機や DVD プレー巾一などの力ーソルを操イ乍します。 

(チユーナーモード選択時） 

PRESET +/- ボタン 

プリセットメモリーされた放さ局を選択ずるときに 
押しまず。28ページ参照 

TUNE ▲/▼ボタン 

受信周液数を選択するときに巧します。 

13ぺージ参照 

回 EXIT / MEMO ボタン 

(アンプモード選択時） 

本機のセットアップメニューを終了ずるときじ押し 
ます。 

(チユーナーモード選択時） 

プリセットチャンネルを登録するときに押しまず。 

回 CONTROL ボタン 

再を.停止、一時停止やをソース磯器を操作ずる 
ときに押します。 

(アンプモード選択時） 

UP SYNC ボタン 

LIP SYNC (リップシンク）モードを選択ずるときに 
押しまず。 

CH SEL ボタン 

チャンネルレベルを調整ずるときに押します。 

(チユーナーモード選択時） 

T . MODE ボタン 

FM 放送受信中にオートステレオまたはモノラルを 
選択するときじ押しまず。 

T . DISP ボタン 

本機では使用しません。 

PTY ボタン 

本機では使用しません。 

BAND ボタン 

ラジオの帯域 ( FM / AM ) を還がするときに押しま 
す。 


各部のを祝 


固 BASS / CH +/- ボタン 

(アンプモード選択時） 

化音を調整するときじ押します。 

(DSS モード選択時） 

チャンネルを還択するときに巧します。 

画 TREBLE +/— ボタン 

(アンプモード選択時） 

高音を調整ずるときじ押します。 

回 REPEAT む J ボタン 

DVD プレーヤーなどの機器でリピート（繰り返し） 
を還択するときに押しまず。 

画 RANDOM XC ボタン 

DVD プレーヤーなどの機器でランダム（任意）を遲 
択ずるときに押しま寸。 

画 TV コントロールボタン 

テレビやモニターの操作(電源および人力切替）が 
できます。 

國 CLR ボタン 

DVD プレーヤーなどの機器でプ□グラム再生等で 
確定した内容をミ肖去するときじ巧しまず。 

國数字ボタン 

ソース機器にトラックなどの番号を設をするときじ 
押しまず。 

國 T.TONE ボタン 

このボタンはテストトーンを化力し，スピーカーレ 
ベルを設定するときに巧します。 

固 MENU ボタン 

(アンプモード選択時） 

このポタンを押すと ,OSD メニューシステムが起動 
します。 


國 TOP ボタン 

本機のセットアップメニューを表示中にトップメ 
ニューに戻 y まず。 

國 DISPLAY ボタン 

本機のディスプレイモードを選がずるときじ巧しま 
す。 

國 INPUT ▲/▼ ボタン 

本機の入カソースを選択するときに押します。 

固 SETUP ボタン 

DVD プレーヤーなどのセットアップを行なうとき 
じ押しまず。 

國 SOURCE ボタン 

ソースボタンを1回押すと，このリモコンの操作 
モードが選択した機器に切り替わりまず。 

ソース ボタンを2秒 W 巧に2回続けて押すと，本 
機の人カセレクターが変わりまず。 

〔ご’注意 ) 

• 本機のアンプ機能の操作を行なうには AMP 
ボタンを押してください。 

. 本機のチューナー磯能の操作を行なうには 
TUNE ボタンを押してください。 

國 STEREO ボタン 

STEREO モードを選択するときに押しまず。 

國 AUTO ボタン 

オートサラウンドを違択ずるときに押します。 

圆 NIGHT ボタン 

Dolby Digital 信号を再を中にナイトモードを還が 
ずるときじ押します。 

國 SLEEP ボタン 

スリープタイマー機能を設をずるときじ押します。 





る部の名称 


国 I / む SOURCE ON/OFF ボタン 

DVD プレーヤー等のソース機器の電源をオン/ 
オフするときじ使います。 

本機の電源をオン/オフするときにも使いまず。 

国 SET ボタン 

このリモコンのプリセツトモードを操作するときじ 
巧します。 

國 SET インジケーター 

このリモコンのプリセツトコードを操作するときじ 
点なしまず。 

国 SEND インジケーター 

各ボタンを押して，リモコンがさ信しているときじ 
点なしまず。 

国ホか綻送信部 

この部分から赤外線がを信されます。本機または 
揉作したい機器の赤外線受光部に向けて使用して 
<ださい。 



の 巧）なな 


〇 ANTENNA 端子 

FM (75 n ) 

付属の FM アンテナを接続しまず。 

電波の弱い地域は市販の FM アンテナをご使用< 
ださい。 

AM 

付属の AM ループアンテナを接綺します。 

受信が態が最良じなる位置にループアンテナを置 
いて <ピさい。 

0 VIDEO 端子 (DVD, DSS, VCR) 

巧像端子には入力端子が3系統、出力端子が1系 
統ありまず。 

e MONITOR OUT 端子 

テレビやプ□ジェクターのビデオ入力端子じあ続し 
ます。 

〇 COMPONENT VIDEO 端子 
(DVD ， DSS ， VCR) 

DVD プレーヤーまたはその他の機器にコンポーネ 
ントビデオ端子が装備されている場合は、本機の 
コンポーネントビデオ端子 (Y 、 Pb/Cb 、 Pr/Cr) と接 
続してください。 

コンポーネントビデオ入カコネククー3系統と、 
ディスプレイ機器用にコンポーネントビデオ出力端 
すが1系統ありまず。 


0 HDMI 端子 

(BD ， GAME ， DVD ， DSS) 

HDMI 入力端子が 4 系統と HDMI 出力端子が T 系 
統ありまず。 

0 AC W(AC 差し込み口） 

付属の電源コードを接続し、家庭用を流 10 0 V 
(50/60 HZ ) の〕ンセントに電源プラグを差し込み 
まず。 



〇 SPEAKER SYSTEMS 端子 

香■チヤンネル（フ□ント L / R 、 センター、サラウン 
ド L / R 、 サラウンドバック L / R ) のスピーカーじ接 
続しまず。 

〇 DIGITAL AUDIO IN 1 、 2 、 3 端子 

デジタル機器 ( DVD 、 CD 、 MD 、巨 S チューナー等)の 
デジタル信号化力端子に接続します。接続する機 
器の化力端子の種類に含わせて使用して下さい。 
入力端子は INPUT SETUP じて蛮要ずることがで 
きまず。 


© REMOTE CONTROL IN/OUT 
端子 

リモートコント□-ル ( RC -5) 端子が装備されたマ 
ランツ製 AV 機器と接続しまず。 

⑩ SUB WOOFER PREOUT 端子 

サブウーファー用プリアンプ化力です。 

の ANALOG AUDIO 端子 

(CD ， DVD ， DSS, VCR, AUX2) 

アナ□グ音声端子には日系統の音声入力端子と 1 
系統の音声化力端子がありまず。 



基本接続 基本操作 応用接続シス玄ちトアッブ応用操作困ったときはその他 
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!_ 昼本接続 


スピーカーの配置 


本磯における理想的なサラウンド再生スピーカーシステムはフ□ント L / R 、 センター、サラウンド L / R 、 
サラウンドパック L / R 、 サブウーファーの合計8チヤンネルでず。 

サラ ウンド再生に最低限必要な スピーカーシステムは フ□ント L / R 、 サラウンド L / R ですが、この場合ド 
ルビーデジクル EX 节 DTS - ES の再生はできません。 

本機では使用するスピーカーの数作位置、また低音域の化力特性にあわせて設ををおこないまず。の日ペー 
ジ参照） 


■ 配置のポイント 

スピーカーの配置は、実際、部屋の大きさなどに 
よって違いまずが、ここでは各スピーカーの基本的 
配置例と配置のポイントを説明しまず。 



フロント L/R スピーカー 

リ スニングポジションか6見て L と R のスピーカー 
が 45度〜60度の角度を持つようじ設置ずること 
を推奨しまず。 

センタースピーカー 

フ□ント L/R スピーカーと 前面を揃えるか、また 
は少しだけ後ち(こずらして設置します。 

サラウンド L/R スピーカー 

サラウンド 再生(こ必要なスピーカー でず。 リスニン 
グポジションの真横またはかしだけ後方にず6した 
壁際に設置します。 スピーカー 前面の中ふが、部 
屋の中ムを向くようにします0 

サラウンド V 《ック L/R スピーカー 

7.1 ch サラウンド再生に必要なスピーカーでず。リ 
スニン グポジションの後の壁際に設置します。 
スピーカー前面の中ムが、部屋の中むを向くよう 
にします。 


サブウ— ファ— 

低音の効果を最大限に得るために利用ずることを 
お勧めします。サブウーファーは低音域のみを损う 
ため、部屋の中であれば位置はそれほど重要ではあ 
りません。 

国スピーカー配置の高さ 
フロントスピーカー(し R 、 センター) 

3つのフ□ントスピーカーの中-高域用ユニットは 
できる限り同じ高さに揃えます。 


ご注意 

スピーカーをテレビの近くに置く場合、フロ 
ント L / R およびセンタースピーカーは防磁型 
のスピーカーをご使用ください。 


サラウンド UR 、 サラウンド V 《ックスピーカー 

スピーカーをリスナーより70センチか61メート 
ルくらい上ち(こ設置します。これにより、音源を 
位を隙立たせず、より包み込むようなサラウンド感 
を実現しまず。 



スピーカーシステムとの 接続 


• お使いじなるスピーカーシステムは本機のリアパネルに記載されたインピーダンスのスピーカーを必 
ず使用してください。 

* サブウーファーを接続する際、パワード（アンプ内蔵)サブウーファーは PRE OUT のサブウーファー巧 
出力端子に接続してください。 



纏 I 


烫婉卿 


©Ll^© 
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9 IL—J ffi 


© E ^© 
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パワ•ド（アンプ丙蔵) 
サブウーファー 


R L 

フ□ント 


センター 


R し R し 

サラウンド サラウンドバック 


〔ごま意 



回路の破損を防止するため、スピーカーコードのぶ線同±を接触した 
り、本機の金属部分に接触させたりしないでください。 

電源力 f 入った状態でスピーカー端子に触れないでください。感電するお 
それがあります。 

1 つの スピーカー端子に2本じ I 上のスピーカーケーブルを接続しないで 
<ださい。本機が破損する可能性があります。 



スピーカー端子への接続は極性を間違えずに行ってください。間違って接続すると信号位相が反転 
し、再生される音楽は不自然になります。 
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基本接続 


■ スピー カーコー ドの接続 

1 . コードの被ふくを約1 0 mm 剥がします。 

2. シヨート防止のため、コードのな線部分をき 
つくよじってください。 

3. スピーカー端子を左方向に回して緩めます。 

4. スピーカー端子の側面にある巧にスピー 
力ーコードのな線部分を挿入します。 

5. スピーカー端子をち方向に回して、締めます。 

10 mm 

フロント R / しセンター、サラウンド R/L 

3. 4. y 5. 


才ーデイオ機器との接続 





ごを意 


バナナプラグとの接続 

バナナプラグを差し込みます。 



プ 

サラウンドバック R/L 

3. レバーを押します。 

4. 各々の端子の巧にワイヤーのよじった部分 
を挿入します。 

5. レバーを放します。 


I 全ての接続が完全に終わるまで、本機や他の機器の電源コードを電源コンセントに差し込まないでく 
ださい。 

I 接続コードのプラグは確実に接続端子に挿入してください。不完全な接続は、雑音の原因となりま 
す。 

I L (左）チャンネルと R (右）チャンネルを正しく接続してください。 

I 入力と出力は正しく接続してください。 

I 本機と接続する機器については、機器の取扱説明書を参照してください。 

I 接続したケーブルを電源コードやスピーカーケーブルと一緒に束ねないでください。雑音が発生す 
ることがあります。 





I デジタル音声機器の接続 

リアパネルには光デジタル入力端子が2系統と 
同軸デジクル入力端子が1系統ありまず。 
これらの端子に、 CD 、 DVD 、 その他のデジタル 
ソース機器の PCM、Dolby Digi ほ I 、 DTS ビット 
ストリーム信号を入力ずることができまず。 
DVD プレー中一皆デジクル人力端すじ接続され 
たその化のデジクルソースの音声形式の設定に 
ついては、各機器の取扱説明書を参照してくだ 
さい。 

DIG -1 、2入力端子には光ファイバーケーブルを 
ご使用ください。 DIG -3 人力端子では 75 Q の同 
軸ケーブル(デジクル音声用または映像用）をご 
使巧 < ださい。 

お持ちの機器に応じて、それぞれのデジタル入 
化力端子への入力を指をずることができます。 
のページをご覧ください。 


{ ごま意 


本機のデジタル信号端子は EIA 規格に準拠 
しています。この規格に準拠しないケーブ 
ルを使用すると雑音が発生したり音が違切 
れたりすることがあります。 

デジタルおよびアナログそれぞれの音声端 
子は独立しています。 

デジタル端子に入力された信号は、アナログ 
出力端子 (VCR OUT ) には出力されません。 


各部の名称 




基本操作応用接続 シスーんち 卜ごノ応用接作困ったときは I その他 
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ビデオ傑器との接続 


DVD プレーヤー 


ビデオプロジェクター 



，、 I ) I I _ ^ ^ 

レ戀 殺態 

蝴恐瘤が程た特 '— つ 

.. 3 dX ' 丫 ’ぶ 、 两 "■"■ ス を’ 

、 ■) ■ I J 止 WTVID6p 




ビデオデッキ 


基本接続 


衛星が送チューナー 



■ ビデオ、コンポーネント端子 

本機(こは2つのタイプの巧像端子がありまず。 

VCR 化力端子は、録音用の化力端すです。現在選 
択されているアナ□グ入カソースの音声が化力され 
まず。 

D に ITAL IN または HDMI じ入力されたデジクル音 
声は 、VCR OUT から化力しません。 


VIDEO (ビデオ)端子 

ビデオ端子の映像信号は従来の複含（コンポジッ 
卜）映像信号でず。 

コンポーネント（色差ビデオ)端子 

コンポーネントビデオ信号は輝度信号 ( Y ) 緑、色差 
信号 ( PB ) 青、を差信号 ( PR ) 赤の3本から構成さ 
れており、より高品質な巧像再生ができまず。ご 
使用の映像機器にコンポーネントビデオ化力端す 
がある攝合はコンポーネントビデオ化力の使用をお 
勧めしまず。 

〔ご注意 つ 


• 音声チャンネルの L (左）民（も）を正しく接続 
してください。ホいコネクターは R (右）チヤ 
ンネル用、白いコネクターは L (左）チヤンネ 
ル用です。 

-入力と出力を正しく接続してください。 

. 本機には「ビデオコンバート機能」がありま 
す。映像の入出力については28ページを参 
照してください。 

•お手持ちの DVD プレーヤーなどデジタル 
ソース機器のデジタル音声出力形式を設定 
しなければならない場合があります。 
接続した各機器の取扱説明書を参照してく 
ださい。 
















































































































































• HDCP * に巧応していないモニター機器に HDMI 出力を接続しても信号は出力されません。 HDMI の 
映像を見るには、 HDCP に対応したディスプレイ機器に接続してください。 

• HDMI 端子の詳細についでは、本機に接続する TV またはディスプレイ機器の取扱説明書を参照して 
ください。 

• HDCP : 高帯域デジタルコンテンツ.プロテクション 


Blu - ray デイスク 

プレーヤー 衛星放送チューナー ビデオプロジェクター 



基本接続 


HDMI 対応機器の接続 


■ HDMI 端子 

本機には HDMI 入力端子が 4 巧親, HDMI 出力端子が 1 系統あります。この端子は团 u-ray ディスクプレー 
ヤーやその化のソースから直巧ディスプレイ磯器にデジタル巧像および音声信号をさります。そのためア 
ナ□グ変換じよる信号の劣化を最ル限じ扣 I えることができるので，高品質の巧像をお楽しみいただけまず。 


( ごま意 


ま本操作 応用接続 M るセット r - 応用控作困ったときは二その他 


各部の名称 I 
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■ HDMI 巧応機おの接続 

巿おの HDMI ケープルを使用して本機の HDMI 端 
子と己 lu-ray ディスクプレーヤー/ TV / プ□ソエ 
クターなどの HDMI 端子とあ続します。 

HDMI 端子のマルチチャンネルオーディオ伝をに 
は，巧応したプレーヤーが'必要でず。 


〔ごを意 

• DVD プレーヤーなどのソース機器の中には 
HDMI リピーター動作に巧応しない機器があ 
ります。このとき TV またはプロジェクター 
などのモニター機器には出力されません。 

-複数の機器を接続したときは、お互いの干渉 
を防ぐため、使わない磯器の電源を切ってく 
ださい。 

. 電源が入った状態でケーブルを抜き差しする 
と、故障の原因になります。電源を切った状 
態でケーブルのなき差しを行ってください。 

• 本機と HDMI 1.3 a 未巧応の機器を接続した 
場合、下記の機能は使用できません。 

-デイープカラー 

• X.V. Color 

• Dolby Digital PLUS 、 Do 比 y True HD 、 DTS - 
HD などのビットストリーム音声信号のデ 

コード 

詳細は接続する磯器の取扱説明書を参照し 
てください。 

- HDMI 信号は、使用するケーブルの品質に 
よってノイズの影響を受けることがありま 
す。 

• 本機は HDMI コントロールに 対応していま 
せん。しかし、本磯を HDMI コントロールに 
支ホ応した機器間に接続し 、 HDMI コントロー 
ル 信号を スルー して制御を行なうことがで 
きます。 （HDMI コントロールスルー） 

HDMI コントロールとは、 HDMI 規格で定 
められている CEC Consumer Electronics 
Control ) を用いた機器間相互制御の機能で 
す。 HDMI ケーブルでつなぐことにより、磯 
器間で連動した操作を行うことができます。 



















































































アンテナの接続 


■ 付属アンテナの接続 


FM / AM 放さを聴くときはアンテナを接続してください。付属のアンテナは室内でご使用ください。 



〔ごミち意 


• 付属の FM アンテナを使用する際アンテナ線を伸ばし、最もクリアに受信できる位置に固定してくだ 
さレ''。 

. が属の AM アンテナを使用する際アンテナ線を本機、テレビや電源コードからなるべく遠ざけて、最 
もクリアに受信できる方向に向けてください。 


■ 屋かアンテナの接続 


受信状態が良くない地域では、屋外アンテナ(別売り）を設置ずることをおすずめします。 

アンテナを設置ずるときは雜音源(ネオンサイン、交通量の多い道路、送電線、蛮圧器など）から離してく 
た’さい。 



• AM 屋外アンテナを使用するときも、 AM ループアンテナは取り外さないでください 
• か属の FM アンテナは接続しないでください 
• 本機の GND 端子は安全用アースではありません。 


基本接続 


電源コードの接続 


1. 付属の電源コードを本機の後面の AC IN 端子 
に差し込んでください。 

AC IN 端子 



2 . 電源プラグをコンセントに差し込んでくだ 
さい。 
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|_甚本操作 


アンプ操作 


電源を入れる 



2. 


• ファンクションリネーム機能を使用している塌 
合は設定した名前が表示されます。 （19 ページ 
参照） 

■ 音量を調舊ずる 

フ□ントパネルの VOLUME つまみ、またはリモコ 
ンの VOLUME + /—ボタンで、お好みの音量に調 
節しまず。 


視聴したい AV 機器 ( DVD プレー巾一など）の 
電源を入れます。 

本機の POWER ON/STANDBY ボタンを押し 

ます。ボタンを押すたびにオンとスタンバ 
イに切り替わります。 

リモコンで操作するには、 AMP ボタンを巧し 
たあとで ON または OFF ボタンを押してくだ 
さい。 


■ 入カソースの還択 
巧!： DVD を再生する 
(本機で操作する場合） 

INPUT SELECTOR つまみをまわして DVD を選択し 
まず。 

(リモコンで操作する場合） 

リモコンの DVD ボタンを2 ◎続けて押します。 




音量を上げるには、 VOLUME つまみをちに回すか、 
リモコンの VOLUME +ボタンを押しまず。 

音量を下げるには、 VOLUME つまみを左に回すか、 
リモコンの VOLUME -ボタンを押します。 


{ ご注意 


CHANNEL LEVEL 設定でチヤンネルのレべ 
ルを+1 dB な上に設定した場合、最大音量 
は+80 dB より小さくなります。 （23 ページ 
参照） 



1 U " け MW MODE 


0000 

看琴 I © © 

1 1 © )5 © © 

@ 


入カソースが変わるとフ□ントパネルの表示部 
じ入カソース名が表示されます。 


各部のをお基本接続 



を用接続-ミちをノ富罢ホ困」ときはその他 
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■ 卜ーンを調整ずる 

お好みや部屋の音響に合わせて低音域旧 ASS ) と高 
音域 ( TREBLE ) を調整ずることができまず。 

2 d 目ステップで +/-10 d 巨まで調整できまず。 



リモコンの AMP ボタンを押します。 

低音域を調整ずるには BASS + または BASS - ボタ 
ンを押しまず。 

高音域を調整ずるには TREBLE + または TREBLE - 

ボタンを押しまず。 

〔ご注意 ) 

卜ーンコントロール機能は、下のモードで 
はご使用できません。 

• ソースダイレクトモードで再生中 


■ -時のにミ肖音 (5 ユート）ずる 

電話がかかつてきたときなどに，一時的にスピー 
カーか6の音声をミ肖すことができまず。 





リモコンの MUTE ボタンを押すと、本機の 
ディスプレイに" MUTE " と表示され、スピー 
カーから音がでなくなります。録音出力が 
途切れることはありません。 


2. 再度リモコンの MUTE または VOLUME +/— 
ボタンを押すとミュートは解除されます。 




























































































- ナ ー (FM/AM ) を聴く 


チューナー機能の操作をリモコンで行う場合は、 
リモコンをチューナーモードにしてか6操作を巧い 
ます。 



(本機で操作する場合) 


1 . INPUT SELECTOR つまみを回してチューナー 
( FM または AM ) を選択します。 

2. BAND ボタンを押して聴きたいバンド ( FM ま 
たは AM ) を選択します。 

3 . ▲または▼ボタンを 0.5 秒が上押し続けると、 
才ートチューニングモードになりスキヤン 
を開始します。 

4. 放送局を受信するとスキャンは停止して放 
送を聴くことができます。スキャン中に▲ま 
たは▼ボタンを押すとスキヤンは停止しま 
す。 


(リモコンで操作する場合） 

1. TUNE ボタンを2回続けて押します。 

2. BAND ボタンを押して聴きたいバンド （ FM ま 
たは AM ) を選択します。 

3 - ▲TUNE または ▼TUNE ボタンを 0.5 秒が上押 
すと、オートチューニングモードになリス 
キャンを開始します。 

4. 放送局を受信するとスキャンが停止して放 
送を聴くことができます。スキャン中に 
▲TUNE または ▼TUNE ボタンを押すとスキャ 
ンは停止します。 

ご注意 ) 

受信状態がをくない場合、スキャンが停止し 
ないことがあります。その場合はマニュアル 
チューニングを巧ってください。 


基本操作 


マニュアル チユー ニング 


FM 受信モードを切日替える 



唆 


^ ^ 

へ A aI 


SEtUC MUTt ' 

(5 〇 o 
I る. o o 

TOP 一 -— INFO 



T.TOHE HP SYNC 


〇贷©度 


■ 2 . 


"TREBLE I • BASS/CH • 

=N 

(本機で操作する場合） 

1. INPUT SELECTOR つまみを回してチューナー 
( FM または AM ) を選択します。 

2. BAND ボタンを押して聴きたいバンド （ FM ま 
たは AM ) を選択します。 

3. ▲または▼ボタンを巧して聰きたい放を局の 
周波数に合わせます。 

(リモコンで操作する場合） 

1. TUNE ボタンを2回続けて巧します。 

2. BAND ボタンを押して聴きたいバンド （ FM ま 
たは AM ) を選択します。 

3. ▲TUNE または ▼TUNE ボタンを押して聴きた 
い放送局の周波数に合わせます。 



✓9^0© 

心 勾る 

-1 I— BASS/CH ―I 

口質日© 

の風®風 

m の風 

通常は FM オートステレオモードで使用しますが、 
受信が態が良くない放送局では雑音が目立つこと 
がありまず。 

その場含には FM モノモードに切り替えると雑音が 
軽減され聴き皆すくなります。 

(リモコンで操作する場合） 

1. T . MODE ボタンを押すとディスプレイに 
「 MONO 」 と表示されモノモードになります。 
2- もう一度 T . MODE ボタンを押すとディスプレ 
イに 「 ST 」 と表示されオートステレオモード 
になります。 


各部の名称基本接続 



応用接続 くテムセ；卜てゾ応用操作困ったときは その他 
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基本操作 


U モコンで本機を操作する 


付属リモコンを巧って本機を操作ずるには, AMP ボタンまたは TUNE ボタンを押してください。 
アンプおよびチューナーの詳細については下を参照してください。 


アンプモード 


0 〇 

SOURCE n STANDBY 

慰 o 風 ◎ 

SLEEP NIGHT HT.EQ DIMMER 
0000 
Airro STEREO SOlFlECT 扣 M.M 畑 

0000 


0 0 01 

0 0 0^ 

…1" VOUJME 

1—0 0 ® 

I DISPLAY AUDIO 

_i o o y 

TOP _ INFO 

O / fT^O 



■ 一 ■1 — B ‘ 凶 / CH ―1 

〇〇〇〇 

©盾®® 

の ® CD ® 
( Z ) ® 風© 

@1 ®) ^5 


SOURCE 


STANDBY 


SLEEP 


NIGHT 


HT-EQ 


DIMMER 


AUTO 


STEREO 


S.DIRE 订 


SURR.MODE 


SOURCE 


A/D 


EQ 


AMP 


INPUT A/T 


MUTE 


VOLUME+/- 


DISPLAY 


TOP 


Cursor 


ENTER 


MENU 


EXIT/MEMO 


T.TONE 


CHSEL 


TREBLE+/- 


BASS+/- 


本機の電源オン/スタンバイ 


本機の電源をスタンバイ 


本機の電源をオン 


スリープタイマーの設定/解除 


ナイトモードのオン/オフ 


ホームシアター EQ をオン/オフ 


表示部の輝度を切り替え 


オートサラウンドモードを選択 


ステレオモードを選択 


ソースダイレクトモードを選択 


サラウンドモードの切り替え 


ソース機器を選択 


才ート/ HDMI /デジタル/アナ□グ入力の切り替え 


ルームイコライザーのオン/オフ 


リモコンをアンプモードに設定 


本機の入カセレクターを切り替え 


-時的【こミュート(消音） 


音量の調整 


表示モードを切り替える 


セツトアップメニュー表示中にトップ【こ戻る 


セツトアップメニュー表示中に力ーソル移動 


セツトアップメニュー表示中に設定の確認 


セツトアップメニューを表示 


セツトアップメニューを終了 


テストトーンを開始 


LIP SYNC の設定 


スピーカー闇のレベル調整 


局音域の調整 


低音域の調整 


各部の名称基本接続■基：な用接続 - K テムち卜でプ応用澡作困ったときはその他 
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I チユーナーモード 



SLEEP 

アンプモードの機能が有効 

N に HT 

HT-EQ 

DIMMER 

AUTO 

STEREO 

S.DIRECT 

SURR.MODE 

SOURCE 

A/D 

EQ 

AMP 

INPUT ▲/▼ 

MUTE 

VOLUME+/- 

DISPLAY 

AUDIO 

TUNE A/T 

受信周波数を調整 

PRESET+/- 

プリセツトメモリーされた放送局を選択 

EXIT/MEMO 

プリセツトメモリーの登録 

T.TONE 

アンプモードの機能が有効 

T.MODE 

FM オートステレオ/モノを切り替え 

BAND 

受信パンド (FM / AM ) 切り替え 

TREBLE+/- 

アンプモードの機能が有効 

BASS+/- 





































































































!_ 応用接続 


モートコントロールの接続 


旧レシーバー 



① 

他のマランツ AV 製品とリモートコント□ール端子 
を接続ずることにより、が属のリモコンでホームシ 
アターシステムを集中コント□ールできまず。 

• リモコン操作は本機に向けて行なってくださ 
し'!。リモコンから送信された赤外髓の信号は、 
本機のリモートコント□ール受光部で受光さ 
れ、リモートコント□ール端子を通して他の機 
器に送られまず。 

• このリモートコント□ール接続を巧う塌合、本 
機と接続ずる機器の背面に装備されているリ 
モートコント□ールスイツチは、 EXTERNAL ま 
たは EXT . に設定して下きい。 

• マランツ製のパワーアンプ（一部のモデルを除 
く）をこれらの端子のいずれかに接続すると、パ 
ワーアンプの電源スイッチは本機の電源スイッ 
チと同調して作動します。 


② 

本機のリモートコント□ール端すじ外付け赤外受 
光部などを接続して操作する場合、必ず W 下の手 
順に従って本機のホ外受化部の動作を無効にして 
ください。 

1 . フロント / くネルの▲ボタンと MENU ボタンを 
同時に5秒間押し続けます。 

2- FL ディスプレイに ENABLE と表示されます。 

3- ィ または►力ーソルを押してこれを DISABLE 
に変更します。 

4. ENTER ボタンを押します。この設定を行う 
と本機の赤外線受光部が無効になります。 


〔ごま意 

-外がけホ外受光部などう S 接続されていない 
場合は、必ず 「 ENABLE 」 に設定してくださ 
い。 「 DISABLE 」 に設定されていると、リモ 
コンでの操作ができません。 


5- 元の設定に戻すには、手順 1 .から 4 .を繰り返 
し、 ENABLE に設定してください。 






































































































1 システムセットアップ 


ずべての機器の接続が終了した後 、 OSD メニュー 
システムを巧いて各種設をを行なって<ださい。 


オンスク U — ン•ディスプレイ* 

メニ; I — システム (OSD メニ; I — システム) 


本機には OSD メニューシステムが搭載されていま 
す。このシステムを，リモコンまたはフ□ント八°ネ 
ルの力ーソルボタン ▲/▼/◄/ ►と ENTER ボタ 
ンを用いて様々な設をを行いまず。 

ご’注意 ) 

• 本機の「セッ ト アップ」は全て OSD メニュー 
を見ながら設定をします 。 OSD メニューシ 
ステムを見るためには、お手持ちの TV また 
はプロジェクターのビデオ入力を本機の リ 
アパネルの MONITOR OUT 端子に接続して 
くださぃ。（9、10ページ参照） 

1. リモコンの AMP ボタンを押します。体機で 
セットアップメニューを操作する場合は、こ 
の操作を するぶ、 要はありません。） 

2. リモコンの MENU ボタンまたは本機の MENU 
ボタンを押します。 

モニターに OSD メニュー システムの 「MAIN 
MENU 」 が表示されます。 

MAIN MENU には 5 つの設定項目があります。 

3. カーソルボタン ▲/ ▼で希望するサブメ 
ニューを選択し、 ENTER ボタンを押します。 
選択したサブメニューが表示されます。 


■ OSD 出カモードの切り替え 

OSD メニューの出カモードを本機と TV 、 モニター 
の接続ち法に含わせて、 設定する必要があります。 
W 下のち法で設をしてください。 



3-2 


1. フロントパネルの MENU ボタンと ENTER ボ 
タンを同時に3秒な上押し続けます。 

-ディスプレイに 「 NTSC 」 が表示されます。 

2 . フロントパネルの▲または▼カーソルボタン 
を押し、接続方法に合わせて設定を選択しま 
す。 

- COLOR OFF 

本機のコンポーネント端子と TV 、 モニター 
を接続する場合 

- COLOR ON 

本機のビデオ端子と TV 、 モニターを接続す 
る場合 

3. ENTER ボタンを押し、設定を決定します。 

ご‘注意 ) 

• 本磯の HDMI 出力端子に接続した TV モニ 
ターで OSD メニ ューを見る場合は、この設定 
がどちらに設定されていても問題ありませ 

ん< 0 

• 設定が正しく行なわれていないと、 OSD メ 
ニュー画面が乱れる場合があります。 


各部の名称基本接続 芸 I 本操作 応用接続 



応用控作困ったときは その他 
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■ RC 006 SR ボタンレイアウト 


^AUXI^ M 


• AMP ホタン 


TOP ホタン 

セットアップの設をの递中でこのボタンを 
押すと OSD メニューのトップ画面に戻ります。 

左ボタン 


ENTER ボタン 


MENU ホタン 

OSD メ ニュー システムを起動します。 



上ボタン 


右ボタン 


EXIT ボタン 

OSD メニュー 
システムを終了 
します。 


下ボタン 


国 NR 1501 ボタンレイアウト 



下ボタン 


















































































システムセットアップ 


〔アドバイス 


I サブメニューの設をがが了した後、力ーソル 
ボタン ▲/▼/◄/ ►でカーソルを 「RETURN 
to MAIN MENU 」 に移動し、 ENTER ボタンを 
押してメインメニューに戻ります。 

I 他のサブメニューへ進むには、一旦メインメ 
ニューに戻り、設定したいサブメニューを選 
おしてください。 

I リモコンの TOP ボタンを押すと、セットアッ 
プの設定の途中でメインメニューのトップ 
画面に戻ります。 


M 0 D E : N 0 
AUDIO OUT 
T R 0 L 



MAIN MENU 


"SYSTEM SETUP " ( P .18) 


メインメニ j 


> S Y S T E M SE 

INPUT S E 

SPEAKER SE 

C H LEVEL SE 

SOUND PARAM 



> A U T 0 SETUP 


つ 


S P E A K E 
S P E A K E 
S P E A K E 
ROOM E 


CONFIG 

DISTANCE 

CROSSOVER 

SETUP 


RETURN TO MAIN MENU 


“ SPEAKER / R.EQ SETUP " ( P .20) 



> N I G H T MODE 
DO し BY P し丑 M 
N E 0 : 6 PARAM 


RETURN TO M A 


"SOUND PARAMETER " ( P .24) 



SETUP 
I B R A T E 


CENTER 

F 

R 

0 

N 
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R 

I 

G 

H 

T 

S 

U 
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R 

I 
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U 
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W 

0 
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L 
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S 
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U 

R 
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TUP 

IN M E N I 


“INPUT SETUP ’’ { P .19) 


“CH LEVEL SETUP " ( P .23) 


を巧の-称阜_お： 


巷木這作 



Hr 


の：し 
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システムセットアップ 


SYSTEM SETUP 


本機の主要機能の設定を行します。 



▲/▼ カーソルボタンで設をを行う項目にカーソル 
を移動します。 

■1-1 SUB W MODE 

サブウーファーモードの設定は、フ□ントスピー 
力一を 「FULL RANGE 」 に、サブウーファーを 
「 YES 」 じ設定した塌含にのみ有効となります。 

この設定はドルピー True HD ( fs ： 192 k ) W 外で有効 
でず。 


〔アドバイス 


名•スピーカーの設定は「3. SPEAKER SETUP 」 
(20 ページを参照してください。） 

力ーソルボタンの◄/►で、 「 NORMAL 」、 rS 邮 
PLUS +」 の切り替えを行いまず 

• NORMAL 

低音域帯はメインの L / R スピーカーでのみ再生さ 
れまず。 

• SWPLUS + 

低音域帯はメインの L / R スピーカーと サブ ウー 
ファーの両方で再生されまず。この再生モードで 
は、お音域帯が室内全体に均一(こ広がりまず。た 
だし、部屋の大きさやおがによっては干渉が起こつ 
て実際の低音域帯の音量がルさくなる場合があり 
まず。 


■1-2 HDMI AUDIO OUT 

HDMI 端子から入力された音声信号を、本機に接 
続されたスピーカーで再生するか、本機の HDMI 
化力端子に接続したテレビ节プ□ジェクターで再 
生ずるかを設定します。 

◄/► カーソルボタンで、 rON 」 、 rOFF 」 の切り替えを 
行いまず 

• OFF 

HDMI 端子からの音声人力信号を本機で再生しま 
ず。この場合、本機の HDMI OUT に接続きれた 
TV やプ□ジェクターからは音声信号は出力されま 
せん。 

• ON 

HDMI に入力された音声は本機のスピーカー端すか 
らは化力されません。音声データは本機の HDMI 
OUT じ接続された、 TV 作プ□ジェクターにぞのま 
ま化力されまず。マルチチャンネル対応 TV などで 
音声を闇きたいときに使巧します。 


■1-3 TONE CONTROL 

トーンコント□ー ルの ON / OFF の切り替えと I -一 
ンコント□ールの設定を巧います。 

◄/► カーソルボクンで、 roN 」 、 roFF 」 の切り替えを 
行います 

• OFF 

I -ーンコント□ール機能が無効じなりまず。 

• ON 

トーンコント□ール機能が有効になりまず。 

このときにリモコンの ENTER ボクンを押ずと次の 
ような、 0 SD メニューが表示され、トーンコント 
□ールの設定を巧なうことができます。 



各部のをお基本接続 基本操作 応用接続 



応用控作困ったときは その他 


18 


▲ /▼ 力ーソルボタンで 「 BASS 」 （低音）か 
「 TREBLE 」 搞音)を選択します。その後、 ◄/►*- 
ソルボタンで UP / D 0 WN の調整を行いまず。 

卜ーンコント□-ルは 2 d 目ステップで、 +/- 10池 
まで調整できます。 

トーンコント□ールの調整が終わったら、力ーソ 
J レを rRETRN TO SYSTEM SETUP 」 [こ移動して 
ENTER ボタンを押しまず。 


〔ご注意 ) 

トーンコントロール 機能は、お^下のモードで 
はご使用できません。 

• ソース ダイレクト モード 

■1-4 HT-EQ ( ホームシアター EQ) 

家庭のオーディオ装置で再生すると、映画のサウ 
ンドトラックは高音域が強調され耳ざわりな場合が 
ありまず。これは巧画のサウンドトラックが、サウ 
ンドスクリーンを使用した映画館の環境で再生さ 
れるようじ設計されているためでず。映画館用の 
巧画をご視聴時に HT - EQ 機能を有効にずると、補 
正を巧って適切な音調バランスにします。 

◄/► 力ーソルボタンで、 rON 丄 rOFF 」 の切り替えを 
巧いまず。 


■1-5 VIDEO CONVERT 

本機に入力されるアナ□グ映像信号（ビデオ、コン 
ポーネントビデオ）を HDMI 化力へアップコンパー 
卜する機能を設定します。 

◄ / ►力ーソルボタンで、 「 AUTO 」、 
「 COMPONENT 」 、 rev 目 S 」 、 「 OFF 」 の切り替えを行 
いまず。 


• AUTO 

選択されている入カファンクションに HDMI 信号 
がないときに、自動でビデオまたは、コンポーネン 
トビデオ信号を横化して 、 HDMI OUT にアップコン 
パートしまず。 

ビデオ信号とコンポーネント信号の両方が入力され 
ているときは、コンポーネント信号を優先してアッ 
プコンバートをおこないまず。 

• COMPONENT 

本機に入力しているコンポーネントビデオ信号を、 
HDMI OUT じアップコンパート化力しまず。 

• CVBS 

本機に入力しているビデオ信号を 、 HDMI OUT に 
アップコンバート化力します。 

• OFF 

本機のビデオコンバート觸能を停止しまず。 

〔ご’注意 ) 

• 本磯リアパネルの BLU - RAY 端子と GAME 
端子は HDMI 入力しか接続できないので、 
VIDEO CONVERT 機能は働きません。 

• HDMI のデジタル映像信号からアナログ映像 
信号のダウンコンバートはできません。 

• HDMI OUT へのアップコンバー ト 信号は、入 
力されたアナログビデオ信号の解 f 象度で、そ 
のまま出力されます。 

480 i の解像度のビデオまたは、コンポーネン 
トビデオ信号をアップコンバートするときは、 

斗 80 i の解像度に対応した映像 モニター 機器（テ 
レビ）を本機に接続する必要があります。 

• 本機に入力されるアナロダ映像信号によっ 
ては、自動で入力信号を検出できない場合が 
あります。 

このような場合は、 「 COMPONENT 」 または 
rCVBSj に切り替えて、固定モードでご使用 
ください。 


•「 COMPONENT 」 または 「 CVBS 」 の固定モー 
ドを設定しても、 HDMI 信号が入力されてい 
るときは、 HDMI 信号を優先しで出力します。 

(アツ プコン バー ト信号は HDMI OUT に出 
力しません。） 

















2. INPUT SETUP 


本機に接続される INPUT SOURCE の設定を巧な 
います。 



1. INPUT SFTUP の OSD ；^ ニユーで、設定を行 
なうフアンクシヨンを ▲/ ▼カーソルボタ 
ンで選択し、 ENTER ボタンを押すと、サブメ 
ニューが表示されます。 



■ 2-1 FUNCTION RENAME 

入カファンクションをを任意のを前に変更すること 
ができます。 

登歸巧能な最大文字撒はスペースも含め、7文字ま 
ででず。 

登歸したファンクションをは本機の表示部に表示 
されまず。 

1 . ▲/ ▼力ーソルボタンで INPUT SETUP のサブメ 
ニユーの NAME を選択し、 ENTER ボタンを押 
します。 

2 . カーソルがリネーム部に移動します。 


3 -ィ/►力ーソルボタンで、力ーソル(点滅表示） 
を変更する文字位置に移動します。 

4. ▲/ ▼力ーソルボタンでキャラクターを選択 
します。 

変更するキャラクターは下記の中から選択 
できます。 

A 〜 Z 0 〜9()ネ + ,- ■/ 

5. を更が終わったら、 ENTER ボタンを押して確 
定します。 

■ 2-2 DIGITAL INPUT 

本機のリアパネルの DIGITAL AUDIO IN 1~3 端 
子を希望ずるインプットファンクシヨンに割り当て 
ることができます。 

(入力端子の番号を割り当てます） 

1. ▲/ ▼力ーソルボタンで INPUT SETUP のサブメ 
ニューの D に ITAL IN に力ーソルを移動します。 



2. ィ /►カーソルボタンでデジタルインプットを 
選択します。 

1:光入力 
2：光入力 

3：同軸ケーブル入力 

このとを---を選択するとデジタルインプッ 
卜の割り当てをしません。 



システムセットアップ 


■ 2-3 AUDIO MODE 

本機に入力されるオーディオ信号（アナ□グ入力、 
デジタル入力、 HDMI 入力)の設をを巧います。 

1. ▲/ ▼力ーソルボタンで INPUT SETUP の サブメ 
ニューの AUDIO MODE にカーソルを移動し 
ます。 


{ ごま意 



2 . 


◄/ ►カーソルボタンでオーデイオモードの 
AUTO、HDMk DIGITAL ANALOG を選択しま 
す。 


• AUTO 

入力されている音声信号の横化を巧ないまず。 

HDMI 入力ーデジクル入力ーアナ□グ入力の順番で 
自動的に再生信号を選択しまず。 

• HDMI 

HDMI 入力信号の再生を巧ないまず。 

HDMI 信号のみを使用する場合はこのモードを選択 
しまず。 

ごま意 ） 

HDMI 入力がないフアンクシヨン （ Blu - ray 、 
GAME 、 DVD、DSS Jil 外）はこのモードに設定 
することはできません。 

• D に ITAL 

DIGITAL 入力信号の再生を行ないまず。 

DIGITAL 信号のみを使用ずる塌合はこのモードを 
選択しまず。 

• ANALOG 

ANALOG 入力信号の再生を行ないます。 

ANALOG 信号のみを使用ずる場合はこのモードを 
還択しまず。 


ANALOG 入力がないファンクシヨン （ B 山- ray 、 
GAME ) はこのモードに設定することはできま 
せん。 


■ 2-4 AUTO SURROUND 

人力信号に対応するサラウンドモードを自動的に 
選択ずる機能の設定を巧います。 


▲/▼カーソル ボタンで INPUT SETUP の サブ y 
ニ ューの AUTO SURROUND にカーソルを 移 
動します。 



之.ィ/►力ーソルボタンで ON または OFF を選択 
します 

• ON 

人力されている音声信号に対応するサラウンド 
モードを自動的に選択して再生します。 

• OFF 

マニュアルモードじなります。お好みのサラウンド 
モードを設をしてくださし''。 


( アドバイス 


サラウンドモードのマニュアル設定は r サラウ 
ンドモード」 （36 ぺージ）を参照してください。 


ち部つを巧：呈ネ疗結 一 in 本里巧 を巧接続 



応用巧作虽 P たときは その他 


19 

























システムセットアップ 


■ 2-5 LIP SYNC 

接続する映像機器によっては、映像信号の処理が 
オーディオ信号に対して時間差があるものがありま 
す。この差は、ほんのわずかですが映画や音楽を 
楽しむ上ではとても重要です。 

LIP SYNC 機能は、オーディオ信号を遅らせて映 
像との時間差を調整しまず。 

初期値は OFF (0 ms ) で、最大 200 ms まで調整で 
きまず。 

1 .▲/ ▼力ーソルボタンで INPUT SETUP のサブメ 
ニューの UP SYNC に力ーソルを移動します。 



◄/ ►カーソルボタンで時間差を調整しま 
す。 


〔アドバイス 


ディスプレイやプロジ卫クター等の映像機器 
で映像を確認しながら調整を斤う場合は 、 「LIP 
SYNC (リップシンク）機能」 （27 ページ）を参 
照してください。 


SPEAKER SETUP 


本機を設置し、機器をずべて接続し、スピーカー 
の配置を決定した6、次に室内の環境に各スピー 
力一の配置が最適になるようじ SPEAKER SETUP 
(スピーカーセットアップ）メニューを設定します。 

. オートセットアップ機能で設定する場合： 

「3-1 AUTO SETUP 」(21 ぺージ参照） 

• MANUAL SETUP : 

「SPEAKER CO 円 G 」(21 ぺージ参照） 
「SPEAKER D に TANCE 」 に2ぺージ参照） 
「SPEAKER CROSSOVERS - OVER )」 

に 2 ページ参照） 

「ROOM EQ SETUP CONFIG )」 

に 2 ページ参照） 

1. MAIN MENU から力ーソルボタン▲/▼で 
「SPEAKER SETUP 」 を選択し、 ENTER ボタンを 
押します。 



2 . 


3. 


力ーソルボタン ▲/ ▼で設定したいメニュー 
を選択して ENTER ボタンを押します。 

各設定が終了した後、カーソルボタン 
▲/▼/ ィ/►で 「RETURN TO MAIN MENU 」 を選択 
し、 ENTER ボタンを押して 「SPEAKER SETUP 」 
サブ；^<ニューに戻リます。 


各部の名お基本接続 IJ 本操作 応用接続 



応用接作困ったときは その他 
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■ 3-1 AUTO SETUP 

本機の AUTO SETUP (オートセットアップ）は使 
用しているスピーカーシステムやお部屋の音響特性 
を付属のマイクを使って測定し、最適なリスニン 
グ環境の設定を自動で行う機能です。 

才ートセットアップの操作のしかた 

測を中は OSD メニュー画面に現在のが態が表示さ 
れるのでモニクー機器の電源を入れてください。 

1- 付属のマイクをフロントパネルの SETUPM に 
端子に接続します。 



2 . マイクを y インリスニングポイントに設置 
します。 



測定はメインリスニングポイントにマイクを 
設置して測定を行ってください。 


アンプ内蔵のサブウーファーを使用する場 
合はボリュームを中央に設定し、 クロス オー 
バー周波数をホフまたは一番高い周波数に 
設定してください。 

測定中は、マイクとスピーカーの間に立たな 
いでください。室内はできるだけ静かにして 
ください。暗騒音が室内測定に影響を与える 
場合があります。窓を閉め、各種装置(携帯電 
話、テレビ、 ラジオ、エアコン、 堂光灯、電化製 
品、調光器など)の電源を切ってください。 

測定時は、携帯電話をすべでのオーディオ電 
子機器から離れた場所に置いてください。 
携帯電話は、不使用時でも無觸周波巧害 ( RFI ) 
により測定に影響を与える場合があります。 
オート セッ ト アップは、フロン ト パネルではな 
くリ モコンで 操作することをお勧めします。 

名•チヤンネルから再生されるテストトーン 
の音量は、リスニング環境の周辺雑音を上回 
り、最適な S / N 比力帶られるまで大きくなり 
ます。 

ご近所やお子様に配慮して行なってください。 


3- MAIN MENU の 「SPEAKER SETUP 」 を選択し、 
▲/ ▼カーソルボタンで 「 AUTOSETUP 」 を選択 
し、 ENTER ボタンを押して、スタート画面を 
表示させます。 



4. ▲/ ▼力ーソルボタンで START を選択し、 
ENTER ボタンを押して測定を開始します。 
測定が終了すると、が下の画面が表示されま 
す。 


リスニング ポイ ント にがして、マイクを天井 
にまっすぐ向けた状態で、 スタンド や S 脚を 
イ吏用してマイクを リスニン ダ時の耳の高さに 
合わせて設置してください。 

スピーカーとマイクの間に障害物を置かな 
いようにしてください。 



測定結果を反映させる攝合は、力ーソルを APPLY 
に移動し .ENTER ボクンを押します。 

き動測定(こよって設をされた結果は、 W 下の設を 
画面で磕認ずることができまず。 

• SPEAKER C 0 MFK 3 に1ぺージ参照） 

• SPEAKER DISTANCE に 2 ぺージ参照） 

• CROSS OVER ( X — OVER ) (22 ページ参貝焉） 

• ROOM EQ SETUP に ONFIG ) の 2 ぺージ参照） 

■ 3-2 MANUAL SETUP 

オートセ、ソトアップを使わず任意に設ちずる場合、 
下の各項目を設定します。 

• SPEAKER CONAG 

• SPEAKER DISTANCE 

• SPEAKER CROSSOVER ( X - OVER ) 

• ROOM EQ SETUP ( CONFIG ) 



1. MAIN MENU から 「SPEAKER SETUP 」 を選択し 
ます。 

2 . カーソルボタン ▲/ ▼で設定する項目を選択 
します。 

3. ENTER ボタンを押して確定します。 

4. 2.、3.を繰り返し、設定が終了したら力ーソ 
ルボタン ▲/ ▼で return TO SETUP MENU を 
選択し、 ENTER ボタンを押します。 


システムセットアップ 


SPEAKER CONHG 



ここでは本概こ接続されているスピーカーの構成を 
設定します。 

1 . ▲/ ▼力ーソルボタンで各チヤンネルのス 
ピーカーを 選択します。 

2 . ィ/►力ーソルボタンでスピーカーの有無を設 
定します。 

CENTER : 

センタースピーカーの有無を選択します。 

(YES または N 0) 

SURROUND : 

サラウンド L / R スピーカーの有無を選択します。 
(YES または N 0) 

SURR.B ： 

サラウンドパック L/R スピーカーを設 ちしまず。 

2CH : 

サラウンドバックに L/R スピーカー 2 本を使用 
ずる場合に選択しまず。 

1CH : 

サラウンドパックスピーカーが1本の場合に選択 
します。 

音声信号はサラウンドパック L 端子から化力され 
ます。 スピーカーは SB L チヤンネルに接続して 
ください。 

N0 : 

サラウンドパックスピーカーを使用しない場合に 
選択しまず。 

SUBWOOFER : 

サブウーファーの有無を選択しまず。 

(YES または N 0) 


3. 各設定が終了した後、►力ーソルボタ 
ンで 「RETURN TO SETUP MENU 」 を選択し 
ENTER ボタンを押してメニユ ー( SPEAKER / 
R.EQ SETUP ) に戻ります。 


部つを称：呈本择続 二 H 本霉作 を用接続 



を用操作困 一/にときは そつ化 
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システムセットアップ 


SPEAKER DISTANCE 



ここではリスニング位置から各スピーカーまでの距 
離を指をします。この距離に基づいて自動的にディ 
レイクイムか 1十算されまず。 

まず、部屋の中で通常座る理想的な位置を決めま 
す。 

適切な音場を作る音響クイミングを設をずるため 
に、この作業は重要でず。 

ご注意 


• SPEAKER CONF にで「1\10」じ設をしたスピー 
力一は SPEAKER DISTANCE の MENU で設定 
できません。 


surr.br ： 

リスニング位置からサラウンドパック R スピー 
カーまでの距離を設をします。 

SURR.BL ： 

リスニング位置からサラウンドバック L スピー 
カーまでの距離を設定します。 

SURRLEFT ： 

リスニング位置からサラウンド L スピーカーまで 
の距離を設ちします。 

SUBW ： 

通常のリスニング位置からサブウーファーまでの距 
離を設定します。 

ご’注意 ) 

.をスピーカーまでの距離はな下の範囲で^一 
トル ( m ) またはフィート（がで設定します。 

• METERS : 

0.0から9 m の範囲で 0.3 m 単位で設定でき 
ます。 


1. ィ /►カーソルボタンで 「 UNIT 」 （表示単位）を 
「 m 」 けー トル）または「れ」（フィート）を設定 
します。 

2 . ▲/ ▼力ーソルボタンでチヤンネルを選択し 
ます。 


FEET : 

0.5 から30.0 むの 範囲で1 む 単位で設定でき 
ます。 

(モニタに は近似値で表示されます。） 

「 NO 」 に 設定した スピーカーには SPEAKER 
DISTANCE メニューは表示されません。 


3- ィ /►カーソルボタンで、スピーカーまでの距 
離を設定します。 

FRONT LEFT : 

リスニング位置か6フ□ント L スピーカーまでの 
距離を設定します。 

CENTER : 

リスニング位置からセンタースピーカーまでの距離 
を設をします。 

FRONT RIGHT : 

リスニング位置か6フ□ント R スピーカーまでの 
距離を設定します。 

SURR RIGHT ： 

リスニング位置からサラウンド R スピーカーまで 
の距離を設定します。 


• SPEAKER CONFIG ^ ニューでサラウンド 
バックス ピーカーを 2 CH に設定した場合は、 
rSURR . B し|と rSURR.B R 」 の設定が表示さ 
れます。 

• SPEAKER CONFIG ^ ニューでサラウンド 
バックスピーカーを 1 CH に設定した場合は、 
surr . br の設定が「-—」となり、設定するこ 
とはできません。 

4. 各設定が終了したとき、 ▲/ ▼カーソルボタ 
ンでカーソルを 「RETURN TO SETUP MENU 」 
に移動し、 ENTER ボタンを押して y ニュー 
( SPEAKER / R.EQ SETUP ) に戻ります。 


SPEAKER X-0VER 



サブウーファーを使用するときは、スピーカーの 

カットオフ周波数を選択ずることができます。ス 

ピーカーのサイズに応じてク□スオーパー周激数レ 

ベルを選がします。 

ここで設をされた周波数と^(下の低域成分はサブ 

ウーファーから出力されます。 

FULL RANGE に設をされたスピーカーか6は全周 

汲数帯域を化力します。 

1 . ▲/ ▼力ーソルボタンでチヤンネルを選択し 
ます。 

2 . ィ/►力ーソルボタンで、クロスオーバー周波 
数を設定します。 

〔ご注意 3 

• SPEAKER CONFIG メニューで NO に設定さ 
れたスピーカーは SPEAKER X-OVER の^ 
ニューで設定できません。 

• SPEAKER CONFIG ニューでサブウー 
ファーを NO に設定しているときは、 FRONT 
スピーカーは自動的に FULL RANGE に設定 
され、クロスオーバー周波数を設定すること 
ができません。 

3. 各設定が終了したとき、 ▲/ ▼カーソルボタ 
ンで力ーソルを 「RETURN TO SETUP MENU」 
に移動し、 ENTER ボタンを押して^ニュー 
(SPEAKER/R.EQ SETUP) に戻ります。 


ROOM EQ CONFIG 

AUTO SETUP で測定した ij スニングルームの音響 
特性を最適な環境に補正するようすべてのスピー 
カーの周波数特性を補正します。 



1 . ◄/►カーソルボタンで、モードを設定します。 

MODE 

ON: 

周波数特性を補正しまず。 

OFF: 

周波数特性を補正しません。 

2 . 設定が終了したとき、 ▲/ ▼力ーソルボタン 
で力ーソルを 「RETURN TO SETUP MENU 」 
に移動し、 ENTER ボタンを押して^ニュー 
( SPEAKER / R.EQ SETUP ) に戻ります。 

〔ご注意 ) 


• ROOM EQ の設定は AUTO SETUP 機能を 
使って、室内の音響特性を測定していないと 
設定できません。（音響特性の補正は行いま 
せん。） 

• ROOM EQ は下記のオーデイオインプットに 
は.女ホ応していません。 

• DTS-HD マスターオーデイオ 

• DTS-HD ハイレソリューションホーデイオ 
. ドルビー True HD 

. ドルビーデジタルプラス 

• PCM ( fs ： 176.4 k / 192 k ) 





















• CH LEVEL SETUP 


再生ずるプ□グラムソースまたはお好みに合わせ 
て、各チヤンネルレベルの調整を巧ないまず。 

調整後のチヤンネルレベルは2つまで本機にメモ 
リーすることができます。 


■ 4-1 MEMORY MODE 

設定したチヤンネルレベルのメモリー、またはメモ 
リーした設定:の呼び出しを巧ないます。 

1 .▲/ ▼力ーソルボタンで CH LEVEL SETUP のメ 
ニューの MODE に力ーソルを移動します。 



2 - ィ/►力ーソルボタンでメモリーモード 
(D CALIBRATE. AUTO、REFFERENCE し 
REFFERENCE2 を選択します 

CALIBRATE: 

詰をされている各チャンネルレベルを表示します。 
この状態で、希望ずるチャンネルのレペルを変える 
ことができまず。 

レベルの調整は「4-2チャンネルレペルの調整」を 
参照してください。 

AUTO: 

AUTO SETUP 機能で自動設定したチャンネルレ 
ベルを表示しまず。 

(AUTO SETUP については21ぺージを参照） 

この状態で、希望ずるチャンネルのレペルを変える 
ことができます。 

レベルの調整は「4-2チャンネルレペルの調整」を 
参照してください。 

REFFERENCE 1, REFFERENCE2: 

お客様がメモリーした設定を呼び出すことができます。 
チヤンネルレペルのメモリーは「4-4チヤンネルレ 
ベルのメモリー」を参照してください。 


■ 4-2 チヤンネルレベルの調整 

各チヤンネルのレペル調整を行ないまず。 

1 .▲/ ▼力ーソルボタンで 〔H LEVEL SETUP のメ 
ニューの調整したいチヤンネルに力ーソル 
を移動します。 



2 . ►カーソルボタンで音量を調整します。 

• 各スピーカーからの音量を同一にします0 
• 各チヤンネルのレベル調整は- 15 dB 〜 
-+15dB の範囲で調整を行なうことができ 
ます。 

3. 1.〜 3 .を繰り返して全てのチヤンネルレべ 
ルを調整します。 


システムセットアップ 


■ 4-3 し FE LEVEL SETUP 

Dolby Digital 信号または DTS 信号に含まれる 
LFE 信号の化カレべルを調整します。 

1. ▲/ ▼力ーソルボタンで CH LEVEL SETUP のメ 
ニュ ーLFE LEVEL SETUP に力ーソルを移動し 
ます。 



2. ENTER ボタン押すと、サブメニューが表示さ 
れます。 



义 


ん 


▲/ ▼カーソルボタンで DOLBY または DTS を 
信号を選択して、 ◄/ ►カーソルボタンでレべ 
ルを調整します。 

• LFE 信号のレベル調整は OdB 〜 -lOdB の範 
囲で調整を行なうことができます。 

レベル調整が終わったら ▲/ ▼カーソルボタ 
ンで力ーソルを RETURN TO SETUPMENU に 
移動して ENTER ボタンを押して、 CH LEVEL 
SETUP メニューに戻ります。 


■ 4-4 チヤンネルレベルのメモ IJ- 

調整したをチヤンネルレベルの値を MEMORY MODE 
の 「REFFERENCE 1」または， 「REFFERENCE 2」にメ 
モリーすることができます。 

1 . 全てのチヤンネルレベルの調整が終わった 
ら、力ーソルを 「MODE: 」に移動して、 ENTER 
ボタン巧します。 



2. 力ーソルを 「MODE: 」に移動して、 ENTER ボタ 
ンを押すと、 MEMORY MODE に 「REFFERENCE 
1」が点滅表示になります。 



3. ィ/►力ーソルボタンで 「REFFERENCE 1」また 
は、 「REFFERENCE 2」を選択して ENTER ボタ 
ン押してメモリーします。 

4. 全ての設定が完了したら、 ▲/ ▼力ーソルボ 
タンで力ーソルを RETURN TO MAIN MENU 
に移動して ENTER ボタンを押して、 MAIN 
MENU に戻ります。 




を部0名称基本を統 IIH 本揉作 応用接続 
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システムセットアップ 


.SOUND PARAMETER 


ドルビーナイトモードと PLU MUSIC . NE 0;6 のパ 
ラメークー設をを巧いまず。 



■ 5-1 NIGHT MODE 

夜間などに再生音のダイナミックレンジを抑えて、 
全体の音量を上げずにルさな音声を闇きやすくずる 
ことができます。ナイトモードはドルビーデジタル 
音声に対してのみ効果があります。 

1. ▲/ ▼力ーソルボタンで SOUND PARAMETER 
のメニューの NIGHT MODE にカーソルを 
移動し、 ENTER ボタンで確定すると、サブメ 
ニューが表示されます 



2. ィ/►力ーソルボタンで 「 AUTO 」 または、「0.0」 
から「1.0」の圧縮率を設定します。 

- 「 AUTO 」 に設定すると 、 Dolby TrueHD ソフ 
卜に含まれている信号を検出して、自動的 
にナイトモードを ON にします。 

Dolby TrueHD が外のドルビーデジタル音 
声ではナイトモードはオフになります。 


• 「0.0」に設定すると、ナイトモード機能を 
オフにします。 

-ナイトモードを ON する場合は、「0.1」禪) 
から「1.日」(強）の範囲で 0.1 ステップ単位で 
パラメーターを設定します。 

3. 全ての設定が完了したら、 ▲/ ▼カーソルボタ 
ンで力ーソルを RETURN TO SETUP MENU 
に移動して ENTER ボタンを押して 、 SOUND 
PARAMETER ；?^ ニューに戻ります。 


各部のを栋基本接続 基本操作 応用接続 



応用接作困ったときは その他 


24 


I 己 -2 DOLBY PLU MUSIC 

Pro LogicHx - Music モードは CD などのステレオ 
ソースで、豊かで包み込むようなサラウンド環境を 
実現しまず。 

1. ▲/ ▼力ーソルボタンで SOUND PARAMETER 
の y ニューの DOLBY PLnMUS にに力ーソル 
を移動し ENTER ボタンで確定すると、サブメ 
ニューが表示されます 



PANORAMA: 

PANORAMA モードは、フ□ント左ちスピーカー 
から化る音がリスナーを包み込み、 3 次元空間の表 
現力が得られます。 

◄ / ► カーソルボタンで PANORAMA モードを 
rON 」 または rOFF 」 に設定します。 

CENTER WIDTH: 

センターチャンネル成分を、徐々にフ□ント L/R 
のスピーカーに振り分ける機能でず。センター成分 
を振り分けることで、スピーカー間の音色の不一 
致を緩和させることが可能じなりまず。 

◄ /► カーソルボクンで日から7までの8段階の調 
整が巧能でず。 

DIMENSION: 

DIMENSION はフ□ントとリアのレベル差を調整する 
機能でず。入カソースによってはフ□ントが強くでる 
ちの、リアが強くでるちの、と多穂異なりますので、 
この機能で好みのパランスを得ることができます。 
◄/► 力ーソルボタンで -3 か6 3までの7段階の調 
整が巧能でず 

2 . 全ての設定が完了したら、 ▲/ ▼力ーソルボタ 
ンでカーソ J レを RETURN TO SETUP MENU 
に移動して ENTER ボタンを押して、 SOUND 
PARAMETER メニューに戻ります。 


■ 5-3 NEO:6 PARAMETER 

DTS NEO : 目は 2 チヤンネル入力時、最大 6. 1チヤ 
ンネル化力を可能じしたモードでず。 （5.1 チヤン 
ネル人力も対応。） 

このモードでは、セン女ースピーカーの音声イメー 
ジが拡大されます。 

1. 力ーソルボタン▲/▼で 「 NE 0 : 6 PARAMETER 」 
を選択します。 

2. ENTER ボタンを押して確定します。 



3 -力ーソルボタンィ/►で CENTER GAIN レベル 
を 0.0 から 1.0 の範囲で日.1単位で選択でき 
ます。 

〔ご’注意 ) 

• この設定は NEO :6 Music モードのときのみ 
有効です。 

4. 設定が終了したとき、力ーソルボタン▲/▼で 
カーソルを 「RETURN TO SETUP MENU」 に移 
動し、 ENTER ボタンを押します。 














I _ 応用操作 


アンプ操作 


■ デイスプレイモード 


■ スリープタイマーをほ5 
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設定した時間になると自動的に電源がスクンパイ 
が態になる機能でず。リモコンの AMP ボタンを押 
してか6 SLEEP ボクンを押します。 

ボクンを押ずたびじ、スタンバイ状態になるまでの 
時間が次のように変化します。 



本磯表示部の表示動作モードを選択できまず。 

本磯またはリモコンの DISPLAY ボタンを押しまず。 
これらのボタンを押すごと(こ、表示動作が態が順 
番に切り替わりまず。 

入カファンクションーボリュームーサラウンド 
一入力信号一入カファンクション 


OFF —— ► 10—— ► 20—— ► SO —— ► 60—— ►90 ——►120 


設定したスリープ時間が経過すると本磯は自動的 
にスクンノ \’イ状態じなりまず。 

スリープ. クイ マーが 設走されると、表示部に*) 
表示が点财します。 

スリープタイマー機能を丰ヤンセルずるにはクイ 
マー時間が消えるまでリモコンの SLEEP ボクンを 
躁リ返し押しまず。キャンセルされると表示部の*) 
インジ ケークーは 消えまず。 


入カフアンクシヨン： 

FUNCTION INPUT SETUP り9ぺージ参照)で設 
をした入カファンクションの状態を表示します。 

サラウンド： 

選択したサラウンドモードが態を表示します。 

ボリューム： 

現在のボリュームを表示しまず。 

入力信号： 

選択しているファンクションじ入力されている信号 
の状態を表示しまず。 


DIMMER (ディマー） 


録音 • 録画をずる 
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本機表示部の輝度を変更しまず。 

リモコンの DIMMER ボタンを押します。これ6の 
ボタンを押す额こ輝度が順番に切り替わります。 

ON 一 DIMMER - OFF 一 ON 


常に点なしたが態になります。 

DIMMER : 

表示部の輝度が暗くなります。 

OFF : 

常に消なしたが態になります。 


ごま意 


消灯した状態では、本機表示部の K 表示だけ 
はこの機能が動作状態であることを表すた 
めに点灯します。 


本機を操作して、記歸用機器へ録音/録画ずるこ 
とができます。このため本機は VCR OUT 端子を 
装備していまず。 



1. 本機の INPUT SELECTOR つまみを回すかリモ 
コンのソースボタンを2回続けて押して視聴 
したい入カソースを選びます。 

2. VCR OUT 端子から選択した入力信号が録音/ 
録画用として出力されます。 

3. 接続した記録用機器を録音/録画モードに 
し録音/録画を開始します。 


ごま意 


哉 


’デジタル信号入力だけの接続の場合 、 VCR 
OUT 端子への出力は得られません。録音機 
能を利用する場合は、アナログ信号入力の接 
続も行ってください。 

’コンポーネン トビデオ信号入力からビデオ 
信号出力への変換は行いません。映像信号 
を録画する場合はビデオ入力信号を接続し 
てください。 

’ HDMI 入力端子に入力される信号は録画/ 
録音することはできません。 


を部の名称基本接続 基本操作 巧用接続シ妾会ットァップ 



困ったときは その他 
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応用操作 


入カモード切り営え 


AIJTO SICWO mMRT 扣 RUIODE 

>馬^^う) 

© 捧 ^^^ 

@ © が 〇11' 


◎ 〇饰 

アナ□グ w 外の設走したソースを選んでいる場合、 
W 下の入カモードを一時的に切り替えることが巧 
能です。 

リモコンの A/D ボタンを押しまず。 

ボタンを押すごとに、入カモードが順番に切り替わ 
りまず。 

オート^ HDMI ー デジタルーアナ□グーオート 

才ートモード： 

選択した人力機器に対して HDMI またはデジタル 
入力端すじ入力されているデジタル信号の有無を 
自動的にお化します。 

(HDMI 人力とデジクル入力が検化された時は、 
HDMI 入力が優先されまず） 

デジクル信号が入力されていない場合はアナ□グ入 
力がき動的に選択されまず。 

HDMI モード： 

HDMI 入力に固をされまず。 

デジタルモード： 

デジクル入力に固定:されます。 

アナログモード： 

アナ□グ入力に固をされまず。 

■ サラウンドモードの還巧 

お好みのサラウンドモードを選ぶことができます。 

例：オートサラウンドを選択 


SUdH な 化 I SIAHimV VHW 

コ6⑩の 

sue N に HT HT.IQ DIMMER 

/SvOOO 

獄 )00 

@ © & qI I' 

の…… \；： L 叫" 



(本機で操作する場合） 

AUTO ボタンを押しまず。 

(リモコンで操作する場合） 

AMP ボタンを押してから AUTO ボクンを押しまず。 

例：その他のサラウンドモードを選択 

サラウンドモード(こついては3目ページを参照して 
ください。 

(本機で操作する場合） 

お巧みのサラウンドモードになるまで SURROUND 
MODE ボクンを何回か押します。 

(リモコンで操作する場合） 

AMP ボタンを押したあとで、お好みのサラウンド 
モード(こなるまで SURR.MODE ボクンを何回か押 
しまず。 

■ ナイトモード 

夜間などに聴くとき再生音のダイナミックレンジ 
を抑えて、全体の音量を上げずにルさな音声を闇 
き作すくすることができまず。 

ナイトモードはドルビーデジタル音声に対しての 
み効果がありまず。 


\ li 2 J U kSJ 

8LUP NIGHT HT-EQ DllMOT 

0000 

0 0ごで' 


■ 2 . 


2 . 


@ © © 感 

誤 S 思 P H 誤 

リモコンの AMP ボタンを押します。 

NIGHT ボタンを押す毎にナイトモードの数 
値がな下のように切り替わります。 

AUTO ^ 0.0 ^ 0. い 0.2 ^ ...... ^ 1 .0 一 

AUTO 

数値はダイナミックレンジのレベルです。 

ナイトモードを 0.0 に設定ずるとオフに設定さ 
れ、1.0で最大に設定されまず。 


を部の名務基本接続 ま本操作 応用接続シ妾ムちトアップ 




困ったときは その化 
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• ナイトモードを AUTO じ設をずると、 Dolby 
TrueHD ソフトにきまれている信号をお化して、 
自動的にナイトモードをオンに設ちします。 

• Dolby TrueHDlU 外のドルビーデジタル音声で 
はナイトモードは OFR こなります。 

• ソースダイレクトモードを選択しているときじ 
はナイトモードはオフになります。 


■ スピーカー巧の音量差調整 
(テストトーン使用） 


を スピーカーか 6テスト トーンを 出力し，ス ピー 
カー 間の音量差を調節ずることができまず。 




1. リモコンの T.TONE ボタンを巧します。 


■ スピーカーの音■設まの登録 

任意に設をした音量設をを2つまで保をすること 
ができまず。 

2 . 

4. 

3. 


1. リモコンの CHSEL ボタンを押します。 

2. ENTER ボタンを巧します。 

モニターと表示部に" REF-r が数秒点滅表示 
されます。 

3. ィ/►力ーソルボタンを押して、•(呆巧したい場 
所を REF1、REF2 と切り替え、 ENTER ボタンを 
巧します。 

4. ENTER ボタンを巧して現在の音量設定を保 
巧します。 


ijyi U U (y 



T.TONE LIP SYNC CH SB. 

O®00 

THODE T.OISP 



テストトーンは各チヤンネルで 2 秒ずつ、 t (下の 
順で循環して化力されます。 

フ□ント L ー セン女——^フ□ント R ^サラウ 
ンド R ー サラウンドパ、ソクR ^サラウンドバッ 
ク L ー サラウンド L ー サブウーファーーフ□ン 
卜し. 

• SPEAKER CON 円 (3 メニューでN0に設定:され 
ているスピーカーからテストトーンは出力され 
ません。 

2. ィ/►力ーソルボタンを押して、 スピーカーの 
音量を調整します。 

3. ▲/ ▼力ーソルボタンを押して、テストトーン 
を出力するスピーカーを切り替えます。 

4. 2.、3.を繰り返してすべての スピーカーのレ 
ベルが同じになるように スピーカーから 出 
力されるテストトーンの音量を調整します。 


■ 登録したスピーカーの音量設定を 
呼び出ず 

登録した音量設をを呼び出ずことができまず。 



1 . リモコンの CH SEL ボタンを押します。 

2. ィ/►力ーソルボタンを押すごとに音量設定が 
AUTO、REF1 、 REF2、 と切り替わります. 

バィ又 ) 

• AUTO を選択すると 、 AUTO SETUP で自動設 
定されたスピーカーレベルが呼び出されます。 
AUTO SETUP じついては21ページを参照し 
てください。 








































































■ スピーカー間の音量差調整 
(テストトーン未使用） 

テストトーンを使わずじ各スピーカーの音量を調 
整することができまず。 


3: 


留な〇り 
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■ へッドホンで聞 < 

ヘッドホン (PHONES) 端子は、本機をヘッドホン 
で聴く場合に使用しまず。標準ステレオプラグへ、ソ 
ドホンをご使用ください。 

ヘッドホン端子を使用しているときは、スピーカー 
が自動的にオフになります。 



1 . リモコンの CH SEL ボタンを押します。 

2 . ▲/ ▼カーソルボタンを押すごとに表示部は 
下記のように切り替わります。 

CAL (または AUTO、REF 1,REF2) 一 FL 一 C 一 
FR 一 SR 一 (SBR 一 SBL) または SB 一 SL 一 
SUB 一 CAL (または AUTO、REF 1,FiEI=2) 

• SPEAKER CONF にで NO に設定されているス 
ピーカーは表示されません。 


ごま意 

ヘッドホンを端子から外すと、サラウンド 
モードは前の設定に戻ります。 


么警告 

へッドホンの音量が大きすぎると、百を傷める 
ことがあります。音量が大きくなりすぎないよ 
ラに注意してください。 


3-表示しているスピーカーの音量を、イ/►々一 
ソルボタンで調整します。 


■ HT - EQ を使ラ 


►ボタンを押すと音量は上がり、イボタンを押 
すと音量は下がります。 

4. 各スピーカーのレベル調整が終わったら、川 
SEL ボタンを押して設定を終了します。 


HT-EQ の設定をリモコンでおこないます。 

HT-EQ の機能じついては18ページを参照してく 
ださい。 


® な唾?^ 
O cb O ip 

OOXjkj 


1. リモコンの HT-EQ ボタンを押します。 

2 - HT-EQ ボタンを押すごとに、 OFF と ON が切り 
替わります。 

ON ： HT-EQ を使用します。 

OFF ： HT-EQ を使巧しません。 


■ ROOM EQ 

AUTO SETUP 機能で設置した部屋の音響特性を 
補正ずる ROOM EQ (ルームイコライザー)機能の 
ON/OFF を切り替えます。 



AUTO SETUP については 2T ぺージを参照してく 
ださい。 

1 . リモコンの EQ ボタンを押します。 

2. EQ ボタンを押すごとに、 OFF と ON が切り替 
わります。 

ON ： ROOM EQ 機能を使用します。 

OFF ： ROOM EQ 機能を使用しません。 


■ LIP SYNC (リップ•シンク）機能 

LIP SYNC 機能は、音声信号を遅6せて化力ずる 
ことじより、音声映像との時間差を調整します。 
LIP SYNC じついては20ページを参照してくだき 
い。 

1 . リモコンの UP SYNC ボタンを押します。 

2. UP SYNC ボタンを押すごとに、 10ms ステッ 
プで調整することができます。 

初期値は OFF(0ms) で、最大値は 200ms です。 
ディスプレイやプ□ジェククー等の映像機器で映 
像を磕認しながら調整してください。 



応用操作 


■ バイリンガル機能 

人カソースが Dolby、DTS、AAC の2ヶ国語音声入 
力のとき、再生する音声を設定することができまず。 



1. リモコンの AUDIO ボタンを押します。 

2. AUDIO ボタンを押すたびに音声モードが切 
り替わります。 

MAIN : 



主音声(左 ch) が再生されまず。 

SUB : 



副音声(ち ch) が再生されます。 

MAIN + Sub : 



主 十 副音声が再生されます。 


を部つ名称二！！本择続 呈本填作 応用接続ミムち’ 



国一一たときは そ化 
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応用操作 


■ ビデオコンパート機能 

本概こはアナ□グビデオ人力（ビデオ人力またはコ 
ンポーネントビデオ入力）の映像信号を HDMI に化 
力するビデオコンパート機能を装備していまず。 
このため再生觸器と本機の映像入力端す （ ビデオ、 
コンポーネント）との接続方法に関わらず、本機の 
HDMI OUT 端すとモニター間を HDMI ケーブルを 
1本つなぐだけで視聴することができます。 

(設走のしかたについては18ページを参照） 

〔ごミ主意 ） 

. この機能は、スチル、早送り、逆再生等では、 
正常に再生されないことがあります。 

. ビデオ コンバート 機能は、ご使用になるテレ 
ビ、プロジェクター等によっては同期ずれ等 
の不具合が発生する場合があります。 

このような場合はビデオコンバートの機能 
を OFF にしてください。 

接続例 


. モニターを本 機の HDMI OUT 端子に接続 
した場合 



VIDEO 


COMPONENT 


HDMI HDMI 


ごま意 

• HDMI OUT へのアッ プコンバート信号は、入 
力された アナログ ビデ ホ 信号の解像度で、そ 
のまま出力されます。 

480 i の解像度のビデホまたは、コンポーネン 
トビデオ信号をアップコンバートするときは、 
480 i の解像度にが応した映像モニター機器（テ 
レビ）を本機に接続する必要があります。 


• モニターを本 機の VIDEO モニター 端子に 
接続した場合 



〔ごま意 

. 再生機器から入力される HDMI ビデオ信 
号とコンポーネントビデオ信号は本機の 
VIDEO MONITOR OUT 端子から出力されま 
せん。 


. モニターを本機の COMPONENT VIDEO 
MONITOR OUT 端子に接続した場合 



ごミ主意 

•再生機器から入力される HDMI ビデホ信 
号とビデオ信号は本機の COMPONENT 
MONITOR OUT 端子から出力されません。 


各部の名お基本接続 II 基本操作-応用接続 ンさムセット ご。ノ 也った ときは- その化 
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チユーナー操作(プリセツトメモリ） 


本機では FM/AM の放送局をお好きな順唐で30 
局までプリセットできまず。 

それぞれの放送局じついて、必要に応じて周波数 
と受信モードを記憶させることができまず。 


■ 才ートプリセットメモリ 


この機能によって、 FM パンドを自動的にスキャン 
して、適切な電波強度のあるすベての放送局をメ 
モリに記歸します。 



1- 本機の MEMORY ボタンまたはリモコンの 
EXIT/MEM0 ボタンを2秒於上押します。 

表示部に 「AUTO MEM」 と表示され、最も低い 
周波数からスキャンが開始されます。 

2. 30個すベてのプリセットメモリが設定され 
たとき、またはオートスキャンがバンドの上 
限に達したときは、スキャンは自動的に停止 
されます。 

オートプリセットメモリを停止したい場合 
は、本機の MEMORY ボタンまたはリモコンの 
EXIT/MEMO ボタンボタンを押してくださし、。 

〔ご注意 ) 

AM はオートプリセットできません。マニュ 
アルプリセットで設定してください。 


■ マニュアルプ y セツトメモ IJ 

(本機で操作する場合） 



3. 


2. 4. 


1 . 設定したい放送局に周波数を合わせます。 
(「マニュアルチューニング」または「オート 
チューニング」の項参照)。 

2. 本機の MEMORY ボタンを巧します。表示部 
で MEM インジケーターが点滅を始めます。 




vf4p^set 



3. M E M インジケーターが点滅している間に 
ィ/►力ーソルボタンを押して、プリセットま 
号を選択します。 

4. もう 1 度 MEMORY ボタンを押して確定しま 
す。 

インジケーター部の点滅が止まり、放送局が 
ご指定のプリセツトメモリに保巧されます。 

(リモコンで操作する場合） 



〇©@© 


1 . 設定したい放送局に周波数を合わせます。 
(「マニュアルチューニング」または「オート 
チューニング」の項参照)。 






































































































































































2. リモコンの EXIT/MEMO ボタンを巧します。 
表示部で MEM インジケーターが点滅を始め 
ます。 



3. M E M インジケーターが点滅している間に 
ィ/►力ーソルボタンを押して、設定したいプ 
リセット番号を選択します。 


4. もう一度 EXIT/MEMO ボタンを巧して確定し 
ます。 


■ プ U セツト局の呼出 




2 . 


2 . 


U モコンの基本操作 


■ 遇常モード 

(マランツ AV 機器を操作する場合） 

このリモコンには全部で9種類のリモートコード 
がプリセットされています。これらのリモートコー 
ドには，マランツの己 D (ブルーレイ h TV, DVD, 
VCR (ビデオデッキ）， DSS (衛星放さチューナ ー)> 
チューナ ー.CD,AUX2, および AMP (アンプ)が含 
まれまず。 

1. ソース ボタンを巧します。 

ここでは DVD を操作する例です。 

DVD ボタンを1度押すと、リモコンが DVD の 
設定にをわり、 DVD の操作ができるようにな 
ります。 （31 ページ参照） 

本機の入カソースを DVD にをえるには、2秒 
J •乂内にもう一度 DVD ボタンを巧します。こ 
のときコードが送信され、本機の入カソース 
が DVD に変わります。 


(本機で操作する場合） 

1 . 本機のイ/►力ーソルボタンを巧して、呼び出 
したいプリセツト局を選択します。 

(リモコンで操作する場合） 

1. リモコンの TUNE ボタンを2回続けて巧しま 
す。 

2. イ/►力ーソルボタンを押して、聴きたいプリ 
セツト局を選びます。 

または数きボタンを巧してプリセツト局を 
選びます。 


応用操作 


■ プ U セット•モード 

(マランツ製品なかの AV 機器を操作する場合） 

このリモコンじは，化社メーカーの AV 機器のリモ 
コン.コードがプリセットされていまず。プリセッ 
卜されているコードはテレビ, CD プレーヤ ー,DVD 
プレーヤー,プルーレイディスクプレーヤーおよび 
衛星かをチューナーでず。設をは2つのち法で行 
うことができます。 

プリセット.コードを設をした6,リモコンのソー 
スボタンに W 下のコードが設定:されます。 


プリセットされているメーカー，機器> セットアッ 
プコードについては本書最後じあるセツトアップ 
コードリストをご覧ください。 


リモコン • 
ソース名 

対庇する 

プリセット.コード 

機器 

TV 

テレビ 

テレビ 

巨 D 

ブルーレイディスク 
プレーヤー 

プルーレイディ 
スクプレー中一 

DVD 

DVD プレーヤー 

DVD プレーヤー 

CD 

CD プレーヤー 

CD プレーヤー 

DSS 

衛星放送チューナー 

衛星放送 
チューナー機器 


〔重要 


一部のセットアップコードはお持ちの機器 
にが応していない場合があります。 
プリセット.コードはすべての磯能を網羅 
しているわけではありません。 

電池が少なくなっているとプリセットモード 
力 S 正しく操作できないことがあります。 


B 4ケタのコードでプ□グラ S ング 


SOUR な SET STANDBY 
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1 . 操作したい機器のソースボタンを押し続け、 
SEND インジケーターが2回点滅するまで同 
時に SET ボタンを押します。 SET インジケー 
ターが点滅します。 

テレビの場合、 TV Power ON/OFF ボタンと 
SET ボタンを押し続けてください。 

2. 機器の4巧のコードを押します(42、43ページ 
参照)。 

設定が正常に完了したら SEND インジケー 
ターが2回点滅します。 


〔ごま意 

SEND インジケーターが2回点滅しない場合 
は手順1と2を繰り返し、同じコードをもう 
1度入力してください。 


を部の名称呈本を続 基本操作 巧用接続 く置ち卜て 



困一-たときは 二」む'他 
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応用操作 


■ コード表のスキヤン 



1. 操作する機器の電源を入れます。 

2. 操作する機器の ソース ボタンを巧し続け、 
SEND インジケーターが2回点滅するまで同 
時に SET ボタンを押します。 SET インジケー 
夕 一が点滅し ます。 

テレビの場合、 TV Power ON/OFF ボタンと 
SH ■ボタンを巧し続けてください。 

3. リモコンを機器の方に向け、 INPUT ▲ボタン 
と SOURCE ON/OFF ボタンをゆっくりと交互 
に押します。 

テレビの場合、 INPUT ▲ボタンと TV Power 

ON/OFF ボタンを交互に押し続けてくださし、。 

4. 機器の電源が切れたらこの操作を停止しま 
す。 

5. ENTER ボタンを 1 度押してリモートコードを 
ロックします。 


■ リモートコードの確認 



1. 操作したい機器の フアンクシヨン ボタンを 
押し続け、 SEND インジケーターが 2 回点滅す 
るまで同時に SET ボタンを巧します。 SET イ 
ンジケーターが点滅します。 

テレビの場合、 TV Power ON/OFF ボタンと 
SET ボタンを押し続けてください。 

2. INFO ボタンを巧します。 SEND インジケー 
夕一 が 2 回点滅します。 

3. 1巧目の〕ードを確認するには1を巧します。 
3 秒待って SEND インジケーターの点滅回数 
を数え(例： 3 回点滅= 3 )、 この数字を書き留 
めます。 

( ご注意 _ ) 

コードの村于が〇の場合は、 SEND インジケー 
ターは点滅しません。 

4. 残りのコードを確認するには、手順3.に従っ 
て、 2 片旧は2、 3 巧目は3、 4 巧目では4を巧し 
て確認します。 


各部のをお基本接続 基本操作 応用接続ミ I 玄ち卜て。ソ 



困ったときは その他 
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■ リモートコードのリセット 


SOURCE SET STANDBY HB 


り * 一 J 〜 -*■ い 

SLEEP NIGHT HT-EQ DIMMER 
0000 

A の 0 STEREO S DIRECT SURRHOBE 

0000 

i ©!0\© © 

i © 風©涵 

し 

ri - 

ngp 


1 TPEB1.E 1 1 BASS/CH i 

0,0 © o 

REPEAT 

:o 凰風® 
恆風® j® 

!聲_風 

感闽® 

- 2 . 

- 1 . 


1. 操作したい機器のソースボタンを押し続け、 
SEND インジケーターが 2 回点滅するまで同 
時に SET ボタンを押します。 SET インジケー 
ターが点減します。 

テレビの場合、 TV Power ON/OFF ボタンと 
SET ボタンを押し続けてください。 

2. が下のコードを押してリセットします。 
テレビ：100日 

DVD : 2000 

CD : 3000 

DSS : 4000 

BD : 5000 

SEND インジケーターが 2 回点滅します。 

〔ご注意 ) 

リセットカ f 終了すると、選択したソースのボ 
タンカ f 初期コードとなります。 

































































応用操作 


リモコンでマランツ製 AV 機器を操作する 


が属リモコンを使って、マランツ製品の基本操作を巧うことができます。 

1- ソースボタンを押してリモコンを操作したいソース機器のモードに切り替えます。 
2. が下の表を参照し、各操作ボタンを押してソース機器を操作します。 

-各ソース機器の詳細な操作については各ソース機器の取扱説明書を参照して下さし、。 
-一部のソース機器は本リモコンから操作できないことがあります。 


■ BLU-RAY DISC モード 


SOURCE 

Blu-ray の電源オン/スタンパイ 

STANDBY 

Blu-ray の電源をスクンパイ 

ON 

Blu-ray の電源をオン 

SLEEP 

アンプモードの機能が有効 

NIGHT 

HT-EQ 

DIMMER 

AUTO 

STEREO 

^DIRECT 

SURR 

SOURCE 

A/D 

EQ 

AMP 

INPUT A/T 

SETUP 

Blu-ray の設定メニューを呼び出し 

MUTE 

アンプモードの機能が有効 

VOLUME+/- 

DISPLAY 

AUDIO 

TOP 

Blu-ray のトップメニューを呼び出し 

INFO 

团 u-ray のディスク情報を表示 （*) 

カーソル 

カーソルを移動 

ENTER 

選択した項目をミ夫定 

MENU 

Blu-ray のディスクメニューを呼び出し 

EXIT 

Blu-rsy の設定メニューを終了 

T-TONE 

アンプモードの機能が有効 

II 

一時停止 

► 

再生 

■ 

停止 


チャプ々一またはトラックの移動 


旱戻し/早送リ 

TREBLE+/- 

アンプモードの機能が有効 

BASS+/- 

0-9 

数字を人力 （*) 

CL 

入力を取り消し （*) 

C 。 

リピート再生の 

XC 

ランダム再生の 

TV POWER 

テレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 


(*) これ 6 のボタンじは、他社製品のプリセツトコー 
ドライブラリーはありません。 



■ DVD モード 


SOURCE 

DVD の電源オン/スタンバイ 

STANDBY 

DVD の電源をスクンパイ 

ON 

DVD の電源をオン 

SLEEP 

アンプモードの機能が有タカ 

NIGHT 

HT-EQ 

DIMMER 

AUTO 

STEREO 

S.DIRECT 

SURR 

SOURCE 

A/D 

EQ 

AMP 

INPUT A/T 

SETUP 

DVD の設定メニューを呼び出し 

MUTE 

アンプモードの機能が有交力 

V0LUME+/- 

DISPLAY 

AUDIO 

TOP 

DVD のトップメニューを呼び出し 

INFO 

DVD のディスク情報を表示 （*) 

力ーソル 

力ーソルを移動 

ENTER 

選択した項目をミ夫定 

MENU 

DVD のディスクメニューを呼び出し 

EXIT 

DVD の設定メニューを終了 

T-TONE 

アンプモードの機能が有交力 

II 

一時停止 

► 

再生 

■ 

停止 


チャプターまたはトラックの移動 


早戻し/早送り 

TREBLE+/- 

アンプモードの機能が有交力 

BASS+/- 

0-9,+10 

数字を人力（つ 

CL 

人力を取り消し （*) 

CD 

リピート再生の 

DOC 

ランダム再生の 

TV POWER 

テレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 


(つこれ 6 のボタンには、イせな製品のプリセツトコー 
ドライブラリーはありません。 



■ DSS モ■ド 


SOURCE 

衛星放送チューナーの電源オン/ス 
クンバイ 

SLEEP 

アンプモードの機能が有効 

NIGHT 

HT-EQ 

DIMMER 

AUTO 

STEREO 

tD 旧 ECT 

SURR 

SOURCE 

A/D 

EQ 

AMP 

INPUT A/T 

SETUP 


MUTE 

アンプモードの機能が有タカ 

V0LUME+/- 

DISPLAY 

AUDIO 

INFO 

衛星放送チューナーの情報を表示 (*) 

力ーソル 

カーソルを移動 

ENTER 

選択した項目を決定 

MENU 

メニューを呼び出し 

EXIT 

メニューを終了 

T-TONE 

アンプモードの機能が有効 

TREBLE+/- 

BASS+/- 

0-9 

数字を人力（つ 

CL 

人力を取り消し （*) 

TV POWER 

テレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 


(*) これらのボタンには、他な製品のプリセットコー 
ドライブラリーはありません。 























































































































































































応用操作 


■ CD モード 



SOURCE 

CD の電源オン/スクンバイ 

STANDBY 

CD の電源をスタンバイ 

ON 

CD の電源をオン 

SLEEP 

アンプモードの機能が有効 

NIGHT 

HT-EQ 

DIMMER 

AUTO 

STEREO 

S.DIRECT 

SURR 

SOURCE 

A/D 

EQ 

AMP 

INPUT A/T 

MUTE 

VOLUME+/- 

DISPLAY 

AUDIO 

ENTER 

選択した項目を決定 

MENU 

メニューを呼び出し 

T-TONE 

アンブモー ドの機能が有効 

II 

一時停止 

► 

再生 

■ 

停止 

1 ◄◄/ 

チャプクーまたはトラックの移動 


早戻し/早送り 

TREBLE+/- 

アンプモードの機能が有交力 

BASS+/- 

0-9,+10 

数字を人力（つ 

CL 

人力を取り消し （*) 

CO 

リピート再生の 

xc 

ランダム再生の 

TV POWER 

テレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 


(*) これらのポクンには.化社製品のプリセツトコードライブラリーはありま 
せん。 


を部のるみ基本接続呈本妥巧巧用接続 - K - てセットでプ困ったときはその他 


32 


■ AUX2 モード 


SOURCE 

ユニバーサルドッグの電源オン/スクンバイ 

STANDBY 

ユニバーサルドッグの電源をスタンバイ 

ON 

ユニバーサルドッグの電源をオン 

SLEEP 

アンプモードの機能び有効 

NIGHT 

HT-EQ 

DIMMER 

AUTO 

STEREO 

S.DIRECT 

SURR 

SOURCE 

A/D 

EQ 

AMP 

INPUT A/T 

SETUP 

ユーザーインターフェースの変更 

MUTE 

アンプモードの機能が有効 

VOLUME+/- 

DISPLAY 

AUDIO 

カーソル 

カーソルを移動 

ENTER 

選択した項目を決定 

MENU 

メニューを呼び出し 

T-TONE 

アシブモー ドの機能が有タカ 

II 

一時停止 

► 

再生 

■ 

停止 


チャプターまたはトラックの移動 

4 

早戻し/早送り 

TREBLE+/- 

アンプモードの機能が有効 

BASS+/- 

C 。 

リ ピー ト再生 

XC 

ランダム再生 

TV POWER 

テレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 


巧 AUX2 モードでは化な製品のプリセツトコードライブラリーはありません。 
















































































































画困つたとをは _ 

本機が正しく動作しない攝合は、下記の表(こ示ず項目をご確認ください。 

下記の項目を確認しても直5ない場合は、直ちに電源コードをコンセントから抜き、お買い上げいただい 
た販売店、当社のお客様ご柜談センター、またはサービスセンターじご相談ください。 


ミ船 


現象 

原因 

処置 

参照ページ 



電源コードの接続をご確認ください。 

11 

電源が人らない。 

電源コードが正しく接続されていな 
し'!。 

電源コードを本体にしっかり差し込 
んでください。 

11 


電源プラグをコンセントへしっかり 
差し込んでください。 

11 


人カケープルの接続が不完をである。 

本機とソース機器に D プレーヤー 
等)を接続する入カケーブルの接続 
を接続図を参照して点おしてくださ 
し'!。 

8.9.10 

音がでない。 

インプットセレクターの位置が不適 
当である。 

ご使用のソース機器に D プレーヤー 
等)を接続した入力端すじインプッ 
トセレクターを合わせて下さい。 

12 


ボリュームが絞ってある。 

ボリュームを調節してください。 

12 


ミュート機能が動作している。 

ミュート機能を解除してください。 

12 


へッドホンが接続されている。 

へ、ソドホンを取り外してください。 

27 

特定のスピーカー 
から音がでない。 

スピーカーが正しく接続されていな 
い。 

接続図を参照して、スピーカーを正 
しく接続してください。 

7 

音像が正しく定:位 
しないで不自然 0 

• 一部のスピーカーケーブルの極 
性 （+/-) が違っている。 

• スピーカーの配置とスピーカー 
ケーブルの接続が間違っている。 

電源コードを抜き、スピーカーケー 
ブルの接続を磕認してください。 

7 

スタンパイインジ 
ケークーがゆっく 
り点滅している。 

(1 秒間に2回） 

•スピーカーケーブルがショートし 
てし''る 0 

• 本機の性能を上回る大音量で再 
生した。 

• 規をよリルさいインピーダンスの 
スピーカーを使巧している。 

• 本機を狭いラックなどじ入れて使 
用したため異常に内部温度が上 
昇した。 

• 電源コードを抜き、スピーカー 
ケーブルの接続を確認してくだ 
さい。 

• 音量をかしルさくしてください。 

• 必ず規定のインピーダンスのス 
ピーカーを使用してください。 

• 安全の為(こ本機の周囲に適切な 
隙間を空けてください。 

• 電源を入れるにはリモコンを使 
巧してください。 

• 再度同じ症状になる場合には、 
電源コードを抜き最寄りのサー 
ビスステーションに修理を依頼 
してください。 

2,7 


現象 

原因 

処置 

参照べージ 

スタンパイインジ 
ケーターが速く点 
減している。 （1 抄 
間に8回） 

本機がちな障している可能性がありま 
す。 

直ちに電源コードを抜き、最寄りの 
サービスステーションじ修理を依頼 
してください。 

- 

表示部が異常な表 
示をしている。 

本機はコンピューターを使用してい 
るため、静電気や落雷などじよりま 
れ(こ誤動作することがありまず。 

電源コードを抜き、再度差し化んで 
ください。 

11 

リモコンで本機の 
操作ができない。 

電池が消耗している。 

新しい電池に交換してください。 

2 

リモコンの動作範面からかれている。 

動作範囲でご使用ください。 

2 

本機とリモコンの閣に障害物がある。 

障害物を取 y 除いて<ださい。 

2 

本機の受光部(こ強い光が当たってい 
る。 

受光部に強い光が当た 6 ないように 
してください。 

2 

リモコンのモードが正しく設をされ 
ていない。 

リモコンの AMP ボタンを押してか 
ら操作してください。 

6 

IR モードが DISABLE に設定され 
ている。 

IR モードが ENABLE じ設定してく 
ださい。 

15 

入力信号がないと 
きに、シャーとい 
うノイズ(残留ノイ 
ズ)が化る。 

サラウンド用の DSP を搭載してお 
りまずので、多少、目立つことがあり 
まず。 

2ch ソースをお闇きのときノイズが 
気になる場合は、ソースダイレクト 
モードでお闇き <ピさい。 

- 

本機の内部か 6 
ブーンという音が 
する。 

家庭内の電源事情じより、多少音 
がずることがあ y ます。 

電熱器などの使巧を止めてみてくだ 
さい。 

- 


を 

ホロ 

-!P 

の 




巧 

■乂 



作 


ヴラウン 


現象 

原因 

処置 

参照ぺージ 

フ□ントスピーカー 
から音げ化ない。 

AM 放送やテレビ音声などモノラル 
ソースを STEREO W 外のサラウン 
ドモードで再生している。 

センタースピーカーから音が化ま 
す。故障ではありません。 

7 

センタースピーカー 
から音が化ない。 

サラウンドモードが STEREO (こ 
なっている 0 

サラウンドモードで STEREO が選 
択されていると、センクースピー 
カーから音声は化力されません。他 
のサラウンドモードを設定してくだ 
さい。 

37 

SPEAKER CONFIG メニューで、 
CENTER = N0が選択されている。 

CENTER ^ YES に設定:してくだき 
し、。 

21 

サラウンドスピー 
カーから音が化ない。 

サラウンドモードが STEREO (こ 
なっている 0 

サラウンドモードに STEREO が選 
択されていると、サラウンドスピー 
力一から音声は化力されません。 別 
のサラウンドモードを設をしてくだ 
さい。 

- 

SPEAKER CONFIG メニューで、 
SURROUND = N0が選択されてい 
る。 

SURROUND を YES に設定:してく 
ださい。 

21 








の 
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困つたとをは 


現象 

原因 

処置 

参照ページ 

サラウンドパック 
スピーカーから音 
が化ない。 

サラウンドモードが PLEx モードな 
ど目.1または 7.1 チヤンネルのサ 
ラウンドに設をされていない。 

サラウンドモード表をご覧下さい。 

37 

SPEAKER CONFIG メニューで 
SURR. 巨二N0が選択されている。 

SURROUND 巨 ACK を 1CH また 
は 2CH に設をしてください。 

21 

サラウンドパックスピーカー 
を10~1で使用しているのに 
SURROUND BACK R じ接続され 
てし''る。 

SURROUND 己 ACK を 1CH じ設定 
したとぎは SURROUND BACK L 
にスピーカーを®続して<ださい。 

7.21 

サブウーファーか 

6音がでない。 

• サブウーファーの電源が入って 
いない。 

• サブウーファーのレペルがルさく 
なっている 0 

• SPEAKER C0MF にメニューで 
SUBWOOFER 二N0が違択され 
てし''る 0 

• サブウーファーの電源を入れて 
ください。 

• サブウーファーのレベルを上げて 
ください。 

• SU 巳机00 FER 二 YES を選択し 
てください。 

21 

SPEAKER X-0VER メニューで 
FRONT : FULL RANGE [こ設定し、 
SYSTEM SETUP メニューの SUB 
附 MODE NORMAL に設をし、ア 
ナ□グまたは PCM ソースを再生し 
てし''る。 

SUB W MODE を S 邮 PLUS + じ 
設定ずるとフ□ントおよびサブウー 
ファーからお域成分が再生されま 
ずが、干渉により不自がな音になる 
ことがありまず。 

18,22 

再生しているソースに LFE または 
低域成分が人っていない。 


— 

Neo:6 モードが選 
択できない。 

入力信号じ互換性がない。 

2ch DTS 入力信号、 PCM 入力信 
号、アナ□グ入力信号のいずれかを 
使巧してください。 

— 

ナイトモードが機 
能しない。（ナイト 
モード搭載磯のみ） 

ドルビーデジタル JU 外のソースを再 
をしている。 

ドルビーデジクルのソースを使用し 
てください。 

— 

希望ずるサラウン 
ドモードを選択で 
きない。 

入力信号およびスピーカーの設定に 
より、選択できるサラウンドモード 
に限りがあります。 

サラウンドモード表をご覧下きい。 

37 

DTS エンコードさ 
れた CD などの再 
生中にノイズが発 
生する。 

• アナ□グ巧続をしている。 

• サーチ再ををしている。 

• プレーヤーで不適切なデジタル 
処 a (レベル調整，サンプリング 
周液数変換など）をしている。 

• デジクル(光または同軸）または 
HDMI 接続をしてください。 

• 機器じよリサーチ再生中にノイ 
ズがでることがありまずが、故 
障ではありません。 

• プレーヤーの取キ及説明書をご覧 
ください。 

8、10 
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現象 

原因 

処置 

参照ページ 

Dolby digital,DTS 
などの音声が再生 
できない。（インジ 
ケーターが点财し 
ない） 

• プレーヤーなどのデジ々ル信号 
化力が PCM じ設をされている。 

• アナ□グ接綺をしている。 

• プレーヤーなどの取扱説明書を 
ご覧ください。 

• デジクルまたは HDMI 接続をし 
てください。 

- 

Dolby TrueHD、 
d は HD などの音 
声が再生できない。 
(インジケークーが 
点なしない） 

• プレーヤーなどのソース機器がこ 
れ6の音声モード出力に対応し 
ていない。 

• プレーヤーの音声化力が正し< 

設をされていない。 

• HDMI 接続をしていない。 

• Dolby True HD、d は HD 化力に 
対応した （HDMI : Version 1.3a 
W 降)機器を接続してください。 

• ソース機器がこれらの音声モー 
ドを化力できるようじ化力設を 
をしてください。 

10 

DVD プレーヤーで 
CD 再生時に、卜 
ラックスキップな 
どを巧うと、巧の 
頭がかし欠けて再 
生される。 

プレーヤーによってはトラ。ノクス 
キップ時にデジタル信号が遠切れる 
ことがあります。サラウンドシステ 
ムを判別するために、少しだけ巧の 
頭が途切れることがあります。 

この様な DVD プレーヤーを使用ず 
る場合、アナ□グ接続をして頂くと 
問題なく再をすることができます。 

9 


ビデオ 


現象 

原因 

処置 

参照べージ 

モニターテレビじ 
哎像がでない。 

• モニターテレビの接続や入力切 
り替えが正しくない。 

• ソース機器とは HDMI 接続し 
ている が、 モニターテレビとは 
HDMI 接続をしていない。 

. モニクーテレビの取扱説明書を 
ご覧ください。 

• モニクーテレビと HDMI 接続を 
してください。 

10 

音声ちしくは映像 
が選択したソース 
と一致しない。 

入カケーブルが正しく接続されて 
いない。 

接続図を参照して、ケーブルを正 
しく接続してください。 

8,9.10 

VCR などに録画で 
きない。 

• 録画機器とソース機器の接続端 
すがあっていない。 

• コピープ□テクト信号が入って 
いる。 

• 録画機器の接続端子とソース磯器 
の接続端子を合わせる。（ビデオ） 

• コピープ□テクト信号が入って 
いるビデオ信号は歸画ずること 
はできません。 

9 

コンバートしたビ 
デォ信号が乱れる。 

ビデオデ、ソキで特殊再生を行うと 
コンバートが正常に行われず、ビ 
デオ信号が乱れたり映6なくなる 
ことがありまず。 

ソース機器と同じフォーマット（ビ 
デオまたはコンポーネント）でモニ 
ターテレビを巧続して<ださい。 

9 











































HDMI 


現象 

原因 

処置 

参照ページ 


HDMI ケーブルが正しく接続きれて 
いない。 

HDMI ケーブルの接続をご確認くだ 
ぎい。 

10 


規格外の HDMI ケーブルで接続し 
ている。 

まをした動作や、画質劣化などの 
防止のため、5 (下のケーブルの 
使巧を推奨いたしまず。 

10 


HDMI で接続している機器間の接続 
詔証がされない。 

HDMI で接続している全ての機器の 
電源を入れ直してください。 

- 



本磯の HDMI 設をを正しく行って 
ください。 

- 

HDMI 接続で画面 


峡像機器 (TV、 プ□ジェククー等） 
の取扱説明書を参照の上、 HDMI 人 
力を設をしてください。 

— 

が映らない。 

HDMI の設をが正しく設定:されてい 
ない。 

ソース機器倒 u-Ray Disc プレー 
ヤー、 ST 巨等)の取扱説明書を参照 
の上、 HDMI 化力を有効になるよう 

言及ぶしし—しご-し''。 

18 



HDMI で接続している機器の取あ説 
日月書を参照の上、両機器に合致す 
るお像をじ設をしてください。 

— 


巧像機器 (TV、 プ□ジ王クター等） 
に DVI コネクタで接続している。 

HDCP じ対応した映像機器を接続 
してください。 

- 


本機の電源が切られている。（本機 
がスタンバイ状態では HDMI あ続 
は有効じなりません。） 

本磯の電源を入れてください。 

11 

HDMI 接続で映像 
が映るまで時間が 
かかる。 

HDMI で接統している機器間で接続 
詔証をおこなっています。 

接続される機器には接続認証に時 
間がかかる塌合がありまず、巧障で 
はありません。 

— 


HDMI の設をが正しく設をされてい 
ない。 

ソース機器脚 u-Ray、ST 巨等）の 
取扱説明書を参照の上、 HDMI 音声 
化力を有効になるよう設定してくだ 
ぎい 0 

18 

HDMI 接続で音声 
が再生されない。 

ソース機器 (Blu-Ray Disc プレー 
ヤー、 ST 巨等）の取撒説明書を参照 
の上、 HDMI 音声化力設をを本機の 
対応信号に合致するよう設定して 
ください。 

— 


SYSTEM SETUP の HDMI AUDIO 
OUT が ON に設定:されている。 

HDMI AUDIO OUT が ON じ設を 
されている時は本機か6は音がでま 
せん。 OFF に設をしてください。 

18 

HDMI 接続したモ 
ニター TV より音 
がでない。 

SYSTEM SETUP の HDMI AUDIO 
OUT が OFF (こ設をされている。 

OFF モードの時はモニターテレビ 
からは音がでません。 ON じ設をし 
てください。 

18 

HDMI 接続で画面、 
音声が安定しない。 
(ノイズが化る、逮 
切れる等） 

長いケープルで接続している。 

短いケープルをご使用ください。 

已 mtTF のケープルのご使用を推奨 
いたします。 

10 


カテゴリー2(八イスピード対応） 

のケープルをご使用ください。 

10 


困つたとをは 


L — ナ— 


Symptom 

Cause 

Solution 

Page 

AM や FM が受信 
できない 

アンテナのあ続が不完全。 

AM アンテナと FM アンテナを、 

AM アンテナ端子と FM アンテナ 
端子に正しく接続してください。 

11 

AM 受信中にノィ 
ズが闇こえる。 

化の機器の影響を受けている。 

AM アンテナの設置場所を蛮えて 
ください。 

11 

FM 受信中にノィ 
ズが闇こえる。 

放送局か6の電液が微弱。 

FM 屋外アンテナを設置してくだ 
さい。 

11 


異常動作のとをは 


本機表示部に異常な表示や誤動作表示などをしている場合、すぐに主電源を切ってください。再度電源を 
入れても症状が変わらない場含、電源コードを抜いてください。その後、お買い上げになった販売店ちし 
くはおおくの弊社営業所、または弊社サービスセンターじご相談ください。 

■ メモリバックアップについて I 巧]巧が態に戻ずには（リセット） 

本機の主電源を切ったが態でも、設定した各種内 「故障かな？と思ったときは」を参考じされても、 
容を内部不揮発性メモリーに記憶しておりまず。 不具合が解ましない場合は、本磯のリセ、ソトを試し 

てみてください。但しリセット行うと、セットアッ 
プメニューじて設定した内容、サラウンドモードの 
設定の情報が消まされまずことをご了承ください。 



MENU 


1 . 電源が入っていることを確認します。 

2. 本機の MENU ボタンを押しながら、▼力ーソ 
ルボタンを3秒が上押します。 

FL Display に" M-CLEAR" と表示した後に 
STANDBY 状態となり、各種設定された内容が 
初期化され、工場出荷時の状態に戻ります。 


を部の名称基本接続基本操作応用接韩シス了んセット V 'ノお曇を I 因 liiii 一巧旨その他 
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1 その他 


サラウンドモード 


本磯には多くのサラウンドモードが搭載されていまず。これは再生ずるソースの内容に応じて、多様な音 
声効果を再現ずるためです。 

利用巧能なサラウンドモードは、入力信号とスピーカーの設定に応じて制限される場含があります。 

■ 保用ずるサラウンドモードと入力信号について 

サラウンドモードは本機のサラウンドモード切り替えボタンか、リモコンを使って選択しまず。また、再 
生される音声は、選択したサラウンドモードと入力信号との関係に応じて変化しまず。 

関係は次の表のとおりでず。 


サラウンドモード 

入力信号 

デコーデイング 

出カチャンネル 

表示部 

UR 

c 

SLySR 

SBiySBR 

SubW 

信写おまインジケーター 

AUTO 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Digital EX 

0 

0 

0 

0 

0 

□□ D, EX 

DolbvD に 1 州 

Dolby Digital 5.1 

0 

0 

0 


0 

口 □ D 

Dolbv D(2ch) 

Dolbv Digital 2.0 

0 


- 


0 

□□ D 

Dolbv D (2ch Surr} 

Pro Logic Dx movie 

0 

0 

0 

0 

0 

□□ D 

Dolbv Digital Plus (2ch) 

DolbvDigital + 

0 


- 


0 

□□ D, + 

Dolby Digital Plus (B.lch) 

DolbyDiqital + 

0 

0 

0 


0 

口 □ D.+ 

Dolbv Digital Plus (6.1ch) 

DolbvDigital + 

0 

0 

0 

0 

0 

口 □ D.+ 

Dolbv Digital Plus (7.1ch) 

DolbvDigital + 

0 

0 

0 

0 

0 

口 □ D.+ 

Dolby TrueHD(2ch) 

DolbyTrueHD 

0 


- 


0 

□□ HD 

Dolbv TrueHD 巧 . Ich) 

DolbvTrueHD 

0 

0 

0 


0 

□□ HD 

Dolbv TrueHD 巧 . Ich) 

DolbvTrueHD 

0 

0 

0 

0 

0 

□□ HD 

Dolbv TrueHD (7.1ch) 

DolbvTrueHD 

0 

0 

0 

0 

0 

□□ HD 

DTS-ES 

DTS-ES 

0 

0 

0 

0 

0 

DTS, ES 

DTS 96/24 

DTS- 臘 24 

0 

0 

0 


0 

DTS, 96/24 

DTS ( 日 . Ich) 

DTS 5.1 

0 

0 

0 


0 

DTS 

DTS-HD (2ch) 

DTS-HD 

0 


- 


0 

DTS’HD 

DTS-HD (5.1 ch} 

DTS-HD 

0 

0 

0 


0 

DTS, HD 

DTS-HD (6.1 ch) 

DTS-HD 

0 

0 

0 

0 

0 

DTS, HD 

DTS-HD (7.1ch> 

DTS-HD 

0 

0 

0 

0 

0 

DTS, HD 

Multi Ch-PCM 

Mufti Ch-PCM 

0 

0 

0 

0 

0 


Multi Ch-PCM 能 kHz 

Mufti Ch-PCM 96kHz 

0 

0 

0 

0 

0 


PCM (Audio) 

PCM (Stereo) 

0 


- 


0 


PCM 96kHz 

PCM (Stereo 96kHz) 

0 


- 


0 


Analog 

Stereo 

0 


- 


0 


SOURCE DIRECT 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Digital EX 

0 

0 

0 

0 

0 

□□ D, EX 

Dolbv D (5.1ch} 

Dolbv Digital 5.1 

0 

0 

0 


0 

□□ D 

Dolbv D(2ch) 

Dolbv Digital 2.0 

0 


- 


0 

□□ D 

Dolby D (2ch Sur け 

Dolby Digital 2.0 

0 


- 


0 

□□ D 

Dolbv Digital Plus (2ch) 

DolbvDigital + 

0 


- 


0 

口 □ D.+ 

Dolbv Digital Plus (5.1ch) 

DolbvDigital + 

0 

0 

0 


0 

口 □ D.+ 

Dolby Digital Plus (6.1ch) 

DolbyDiqital + 

0 

0 

0 

0 

0 

口 □ D,+ 

Dolbv Digital Plus (7.Ich) 

DolbvDigital + 

0 

0 

0 

0 

0 

口 □ D,+ 

Dolbv TrueHD (2ch) 

DolbvTrueHD 

0 


- 


0 

□□HD 

Dolbv TrueHD (5,1ch) 

DolbvTrueHD 

0 

0 

0 


0 

□□HD 

Dolby TrueHD (6.1ch) 

DolbyTrueHD 

0 

0 

0 

0 

0 

□□HD 

Dolbv TrueHD け . Ich) 

DolbvTrueHD 

0 

0 

0 

0 

0 

□□HD 

DTS-ES 

DTS-ES 

0 

0 

0 

0 

0 

DTS, ES 

DTS 96/24 

DTS-96/24 

0 

0 

0 


0 

DTS, 96/24 

DTS (5.1 ch) 

DTS 5.1 

0 

0 

0 


0 

DTS 

DTS-HD (2ch) 

DTS-HD 

0 


- 


0 

DTS, HD 

DTS-HD (5.1 ch) 

DTS-HD 

0 

0 

0 


0 

DTS, HD 

DTS-HD (6.1 ch) 

DTS-HD 

0 

0 

0 

0 

0 

DTS, HD 

DTS-HD (7.1ch) 

DTS-HD 

0 

0 

0 

0 

0 

DTS, HD 

Multi Ch-PCM 

Mufti Ch-PCM 

0 

0 

0 

0 

0 


Multi Ch-PCM 96kHz 

Multi Ch-PCM 96kHz 

0 

0 

0 

0 

0 


PCM (Audio) 

PCM (Stereo) 

0 


- 


0 


PCM 卵 kHz 

PCM (Stereo 96kHz) 

0 


- 


0 


AnaloQ 

Stereo 

0 


- 


0 


DOLBY 
(PLUx movie) 

(PLUx music) 

(PLUx game) 

Dolby Surr.EX 

Dolby Digital EX 

0 

0 

0 

0 

0 

□□ D, EX 

Dolbv D (S.lch) 

Dolbv Digital 5.1 

0 

0 

0 


0 

□□ D 

Dolbv D に 1ch> 

Dolbv Digital 日 . 1 + PLUx 

0 

0 

0 

0 

0 

□□ D 

Dolbv D(2ch) 

Pro Logic IIx 

0 

0 

0 

0 

0 

□□ D 

Dolbv D (2ch Surrl 

Pro Logic Hx 

0 

0 

0 

0 

0 

□□ D 
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サラウンドモード 

入力信号 

デコーデイング 

出カチャンネル 

表示部 

lyR 

c 

siysR 

SBUSBR 

SubW 

信号おまインジケーター 

DOLBY 
(PLUx movie} 

(PLIIx music) 

(PUIx game) 

Dolbv Diaital Plus じ chi 

DolbvDiaital + 

0 

- 



0 

□□ D, + 

Dolbv Digital Plus (5.1 ch) 

DolbyDiqital + 

0 

0 

0 


0 

□□ D, + 

DolbvTrueHD I2ch) 

DolbvTrueHD 

0 

- 



0 

□□ HD 

DolbvTrueHD に 1ch> 

DolbvTrueHD 

0 

0 

0 


0 

□□ HD 

Multi Ch-PCM 

Multi Ch-PCM + PLnx 

0 

0 

0 

0 

0 

皿 PLnx 

PCM (Audio) 

Pro Logic Ex 

0 

0 

0 

0 

0 

□□ PLnx 

AnaloQ 

Pro Loaic Ex 

0 

0 

0 

0 

0 

□□ PLnx 

DTS 

(Neo:6 Cinema) 
(Neo:6 Music) 

DTS-ES 

DTS-ES 

0 

0 

0 

0 

0 

DTS, ES 

DTS 96/24 

DTS-96/24 

0 

0 

0 


0 

DTS, 96/24 

DTS <5.Ich) 

DTS 5.1 

0 

0 

0 


0 

DTS 

DTS-HD (2ch> 

DTS-HD 

0 

- 


- 

0 

DTS, HD 

DTS-HD 巧 . Ich) 

DTS-HD 

0 

0 

0 


0 

DTS, HD 

DTS-HD (6.1ch) 

DTS-HD 

0 

0 

0 

0 

0 

DTS, HD 

DTS-HD (7.1ch) 

DTS-HD 

0 

0 

0 

0 

0 

DTS, HD 

PCM (Audio) 

Neo:6 

0 

0 

0 

0 

0 

NE0:6 

Analoa 

Neo:6 

0 

0 

0 

0 

0 

NE0:6 

STEREO 

Dolbv Surr.EX 

Stereo 

0 

- 


- 

0 

□□ D, EX 

Dolbv D (S.lch) 

Stereo 

0 

- 



0 

□□ D 

Dolbv D じ加 

Stereo 

0 

- 



0 

□□ D 

Dolbv D (2ch Surrl 

Stereo 

0 

- 



0 

□□ D 

Dolbv Diaital Plus (2ch) 

Stereo 

0 

- 



0 

□□ D, + 

Dolbv Digital Plus (5.1 ch) 

Stereo 

0 

- 



0 

□□ D, + 

Dolbv Diaital Plus ( 目 . Ich) 

Stereo 

0 

- 



0 

□□ D, + 

Dolbv Digital Plus (7.1 ch) 

Stereo 

0 

- 



0 

□□ D, + 

DolbvTrueHD (2ch} 

Stereo 

0 

- 



0 

□□HD 

DolbvTrueHD に Ich} 

Stereo 

0 

- 



0 

□□HD 

DolbvTrueHD (6.1ch) 

Stereo 

0 

- 



0 

□□HD 

DolbvTrueHD (7.Ich} 

Stereo 

0 

- 



0 

□□HD 

DTS-ES 

Stereo 

0 

- 



0 

DTS, ES 

DTS 96/24 

Stereo 

0 

- 



0 

DTS, 96/24 

DTS <5.Ich) 

Stereo 

0 

- 



0 

DTS 

DTS-HD (2ch} 

Stereo 

0 

- 



0 

DTS, HD 

DTS-HD 巧 . Ich) 

Stereo 

0 

- 



0 

DTS, HD 

DTS-HD (6.1ch) 

Stereo 

0 

- 



0 

DTS, HD 

DTS-HD (7.1ch) 

Stereo 

0 

- 



0 

DTS, HD 

Multi Ch-PCM 

Stereo 

0 

- 



0 


Multi Ch-PCM 96kHz 

Stereo 

0 

- 



0 


PCM (Audio) 

Stereo 

0 

- 



0 


PCM 96kHz 

Stereo 

0 

- 



0 


Analoa 

Stereo 

0 

- 



0 


MULTI CH STEREO 

PCM (Audio) 

Multi channel stereo 

0 

0 

0 

0 

0 


PCM 犯 kHz 

Multi channel stereo 

0 

0 

0 

0 

0 


Analoa 

Multi channel stereo 

0 

0 

0 

0 

0 


VIRTUAL 

PCM (Audio) 

Virtual 

0 

0 

0 

0 

0 


PCM 犯 kHz 

Virtual 

0 

0 

0 

0 

0 


Analog 

Virtual 

0 

0 

0 

0 

0 



〔ご‘注意 

• Dolby Digital (2 ch : Lt / Rt ) :ドルビーサラウン 

ドフラグスピーカーを立てた信号はすべて 
セツトされます。 

. DVD ディスクにサラウンドデータがない曝合、 
サラウンドスピーカー、センタースピーカー、 
サブウーファーから音声は出力されません。 

• Dolby TmeHD、Dolby Digital Plus 、 DTS - 
HD 信号を再生中は巧応した再生モードと 
STERE 日な夕の SU 民 R 日 UND MODE を選択 
することはできません。 

また、 STEREO な外の SURROUND MODE 
が1択されていても 、 Dolby TrueHD、Dolby 
Digital Plus . DTS - HD 信号を再生した場合は 
その SURROUND MODE は無効となり、が応 
した再生モードの処理になります。 


觸 

L/R ■ フ□ント左/ちスピーカー 
C :センクースピーカー 
SL/SR :サラウンド左/ちスピーカー 
SBL/SBR :サラウンドバック左/ちスピーカー 
SubW :サブウーファー 































































































































■ AUTO 

このモードでは、ドルビーデジクル、ドルビー 
TrueHD 、 ドルビーデジタル プラス、 ドルビーデ 
ジタル EX 、 ドルビーサラウンド 、 DTS 、 DTS - HD 、 
DTS - ES 、 AAC 、 PCM 、 96 kPCM などの入力きれる 
デジタル信号の種類を模化し、自動的にそれぞれ 
に対応した再をモードに切り替えます。 

入力信号が PCM 信号の攝合はステレオ再生を巧い 
ます。ドルピーデジクル节 DTS 、 AAC の場合はそ 
れぞれのチャンネル数に応じた再生を行いまず。 

■ SOURCE DIRECT 
(ソースダイレクト） 

このモードでは、スピーカー設定などによる周波 
数フィルターやトーンコント□ールなどの付が処理 
をバイパスし、入力信号を最短処理じて化力しま 
す。 


〔ご’注意 

. 卜ーンコントロール、 イ コラ イザーその他の 
追加の処理は停止します。 


■ Dolby Digital EX/DTS-ES 
Dolby Digital EX 

このモードでは、映画館で再生される Dolby 
Digital Surround EX テクノ □ジーでエン〕ードさ 
れた映画のサウンドトラックは、プ□グラムのミキ 
シングの際に追化されたチャンネルを再生すること 
ができます。 

サラウンドパックと呼ばれるこのチャンネルによ 
り、現在利用巧能なフ□ント左、フ□ントセン 
クー、フ□ントち、サラウンドち、サラウンド左、 
サブウーファーチヤンネルに力□えて、リスナーの背 
後に音声が配置されまず。 

この追化のチャンネルじよって、より繊細な後方 
音声イメージをリスナーに与えることができ、それ 
によってこれまでじない奧巧きや広がりのある音像 
がもた6されます。 

システムにサラウンドパックスピーカーがない 場合 
は 、 Dolby Digital EX は利用できません。 

DTS-ES (Discrete 6.1, Matrix 6.1) 

このモードでは 、 DTS 5.1 ch 形まにサラウンドセ 
ンターチャンネル音声を追力日して音像定位を改善 
し、 6.1 ch 再生時の音像移動をより自然なものにし 
まず。 

本機には DTS - ES デコーダーが組み込まれてお 
り、 DVD などの DTS-ES Discrete エンコードと 
DTS-ES Matrix エンコードのソースを処理ずるこ 
とができます。 

DTS-ES Discrete 6.1 の特徴は、サラウンドバッ 
クチャンネルを含むずべてのチャンネルの独立した 
デジクル録音と、より質の高いオーディオ再生で 
す。 

システムじサラウンドパックスピーカーがない 場合 
は、 DTS - ES は利巧できません。 


■ Dolby MODE 

(Dolby Digi ねし Pro Logic Ex MOVIE、 

Pro Logic lx MUSIC、Pro Logic lx GAM 口 

このモードは 、 Dolby Digital と Dolby Surround 
でエンコードされた入カソースに使用しまず。 

DOLBY DIGITAL 

このモードは 、 Dolby Digital でエン〕ードされた入 
カ ソースを 再生するときに使用できまず。 

マルチチヤンネルエンコードされた 5.1 ch Dolby 
Digital ソースを再生ずると、5つのメイン音声チヤ 
ンネル（左、センクー、ち、サラウンド左、サラウ 
ンドち）と、 LFE チヤンネルからの音声が得られま 
す。このモードでは Dolby Digital EX のオーディ 
才はデコードできません。 

Dolby Pro Logic Ix には次の 5 つのモードがあり 
まず。 

Pro Logic Ex MOVIE 

このモードでは 、 Dolby Surround エン〕ードされ 
たステレオ映画のサウンドトラックか6、 6.1 ch も 
しくは 7.1 ch のサラウンド音声が得られまず。 


Pro Logic Ex MUSIC 

このモードでは CD 、 テープ、 FM 、 テレビ、ステレ 
オビデオなど従来型の（アナ□グちしくはデジクル 
の）ステレオソースから、 6.1 ch もしくは 7.1 ch の 
サラウンド音声が得られます。 

Pro Logic Hx GAME 

このモードでは、サラウンド低域をシステムのサブ 
ウーファーに割り振ることじよって、強い低域サラ 
ウンド効果を再現します。 

5.1ch + Pro Logic Qx Movie 

このモードでは、映画サウンドトラックの 5.1 ch 
ソースから、 7.1 ch のサラウンド音声が得られま 
す。 

5.1 ch + Pro Logic Ix Music 

このモードでは、 5.1 ch のサウンドトラック-ソー 
スか 6、6.1 ch もしくは 7.1 ch のサラウンド音声が 
得6れまず。 


その他 


ごま意 


• SPEAKER SETUP ^ ニューで SURR . B を 
" NONE " に設定したときは 、 Pro Logic IIx モー 
ドは Pro Logic n モードとしてデコードしま 
す。（巧 ページ 参照） 

• Pro Logic n X モードは Dolby Digital 、 HDCD 、 
PCM のいずれかの形式でエンコードされた、 
2 ch 入力信号に巧して利用できます。 

I dts 

d じ， Neo:6 Cinema, Neo:6 Music 

このモードは DVD 、 CD のような DTS エンコード 
されたソースの視聴用でず。 Neo : 目は 2 ch ソース 
の視聴巧でず。 

dts 

このモードは dts マルチチャンネルエンコードされ 
たソースを再生するときに使用できまず。 

マルチチャンネルエンコードされた 5.1 ch dts ソー 
スを再生すると、5つのメイン音声チャンネル(左、 
センター、ち、サラウンド左、サラウンドち）と、 
LFE チャンネルか6の音声が得られます。 

このモードでは DTS - ES でのデコードは利用でき 
ません。 

またアナ□グ入力を選択したときは、 DTS モードは 
利用できません。 

Neo:6 Cinema, Neo:6 Music 

このモードでは高精度デジタルマトリックステクノ 
□ジーを使用して、 2 ch 信号を目 ch 信号にデコー 
ドします。 

DTS Neo :6 デ〕ーダーには、チャンネルの周波数特 
性ばかりでなくチャンネルセパレーシヨンにおいて 
もほぼディスクリートであるという特性がありまず。 
再生ずる信号に応じて 、 DTS Neo : 目は映画再生用 
じ最適化された Neo ：6 Cinema モードか、音楽再 
生用に最適化された Neo :6 Music モードのいずれ 
かを使用します。 

〔ごま 意 ) 


• Neo :6 モードは、 Do 比 y Digital 、 HDCD、PCM 
のい ずれ かの 形式に エン コードされた 2 ch 入 
力信号の場合に利用できます。 


巧部つを称：呈本を続 一 IH 本霉作 た用接続ミムち’ 


を用操ホ围一-たときは 
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その他 


■ STEREO 

このモードでは、ずべてのサラウンド処理が省略さ 
れます。 

ステレオソースで、 PCM オーデイオやアナ□グス 
テレオが入力されたときは、左チャンネルとちチャ 
ンネルが通常の再生を巧いまず。 

Dolby Digital ch DTS ソースの場合は、 5.1 ch が 
2 ch ステレオ(こ変換されまず。9目 kHz の PCM ソー 
スは、ステレオモードで再生できまず。 

MULTI CH (STEREO) 

このモードは、 2 ch ソースか5より広く、より奧巧 
きがあり、より自然な音場を作成する場含に使用 
します。 

そのような音場は、左チャンネル信号を左フ□ント 
スピーカーと左サラウンドスピーカーの両方に、ち 
チャンネル信号をちフ□ントスピーカーとちサラウ 
ンドスピーカーの両方に振り分けること(こよって実 
現されます。さらにセンクーチャンネルでは、ち 
チャンネルと左チャンネルを融合した音声が再生さ 
れます。 

MPEG-2AAC 

巨 S デジクル放送および地上波デジタル放送が探用 
している音声方まで、 MPEG 2 規格のひとつでず。 
高圧縮率と高音質が特長で、 2 ch ステレオ音声(こ化 
え、 5.1 ch サラウンド音声や多言語放送を可能じし 
ています。 


ご‘注意 ) 

DTS について 

- DTS 信号の再生はデジタル人力時のみ可能 
です。 

DTS-CD や DTS-LD を再生する場合、プレー 
ヤーのアナログ音声出力からノイズが出力 
されていることがあります。必ずプレーヤー 
のデジタル出力端子と本機のデジタル入力 
端子を接続してご使用ください。 

上記ノイズ出力の理由により、本機で DTS - 
CD や DTS-LD を再生中は、デジタル、アナロ 
グ入力の切り替え動作などを禁止している 
場合があります。一度プレーヤー側を STOP 
状態にしてから行ってください。 

• お手持ちのプレーヤーによっては、 DTS 再生 
をすると短いノイズが発生する場合があり 
ます。これは動作不良ではありません。 

• VCR OUT 端子力^らは、アナログ音声信号だ 
けが出力されます。これらの端子を使用し 
て DTS が応の CD や LD から録音しないでく 
ださい。 DTS エンコードされた信号は、ノイ 
ズとして録音されでしまいます。 


を部の名み基本接統.きネ操作 
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96 kHz PCM 才ーデイオについて 


DVD ビデオ/ホーデイオデイスクの場合の 
ように、 PCM 信号をサンプリング周波数％ 
kHz で再生するときは、 AUTO モード、ピユ 
アダイレクトモード、 ソース ダイレクトモー 
ド、ステレオモードを使用できます。 

お手持ちの DVD プレーヤーによっては、デ 
ジタル出力が制限されることがあります。 
詳細については、お手持ちのプレーヤーの取 
扱説明書を参照してください。 


DVD デイスクの中にはコピープロテクト磯 
能を 持つ ものがあります。このようなデ イス 
クを使用したときは、9目 kHz の PCM 信号は 
DVD プレーヤーから出力されません。詳細 
について は、お手持ちのプレーヤーの取扱説 
明書を参照してください。 






















サウンドについて 


藝 ctts~HD 

Master Audio 

藝 cttS~HD 

High Resolution Audio 

" DTS " " DTS - HD マス々ーオーデイオ"および 
" DTS - HD 八イレゾリユーシヨンオーデイオ"は， 
Digital Theater System , Inc . の登録商標または商 
標でず。 


DTS-HD マスターオーディオ 

DTS - HD マスターオーディオは，プ □フェツシヨ 
ナルスタジオで作られるマスター音ミ原を、その品 
質のまま，データの損ちなしにリスナーまで届け 
ることのできる技術でず。 DTS - HD マスターオー 
ディ 才は，96 KHz /24 bit では 7.1 チャンネル， 
192 kHz /24 bit では6チャンネル音声をオリジナ 
ル音源、のデータをか損させることなく伝をすること 
を可能にしています。 DTS - HD マスターオーディ 
ガホ.音楽や巧画の音声の作り手であるアーテ イス 
卜の意図したとおりの音声を受け手に届けるための 
貴重な技術であるといえましょう。 


DTS-HD ハイレジリユーシヨンオーディオ 

DTS - HD 八イレソリユーシヨン-才ーディオは， 
最大 7.1 チャンネルまでの音声をほぼオリジナルと 
区別できない八イクォリティで伝送ずることが可能 
なフォー マツ トです。 DTS - HD 八イレソリユーシヨ 
ン' 才ーデイオは96 KHz /24 bit の 7.1 チヤンネ 
ルの音声を伝を可能じしていまず。 


田 DOLBY 

TRUETT 7 I 


田 DOLBY 

DIGITAL PLUS I 

ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造 
されていまず。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 、 およびダブル D 記 
号および" AAC " □ゴは、ドルビーラボラトリーズ 
の商標でず。 

ドルビー True HD 

ドルビー TrueHD は、次世代光ディスクメディア 
に採用されている□スレス（巧逆型）オーディオテ 
クノ □ジーです。ドルビー TrueHD はスクジオマ 
スターの高品質な音声データをビット単位の精度 
まで完全に再現しまず。 HD 映像と組み合わせるこ 
とにより、ドルビー TrueHD はこれまで想像でき 
なかったほど八イクオリティなホームシアター体,験 
を提供しまず。96 kHz / 之4 bit では最大8チャン 
ネル、 192 kHz /24 bit では最大6チャンネルの音声 
の記録が可能でず。 


ドルビーデジタルプラス 

ドルビーデジクルを高音質-高機能に進化させたド 
ルビーデジタルプラスは、 HD クオリティのデジタル 
TV 放送や光ディスクメディア、オンラインコンテ 
ンツなどの A / V エンタテインメントにさらにリツ 
チなサラウンドサウンドを提供ずるための柔軟性と 
効率性を備えていまず。ドルビーデジタルプラス 
の優れたコーディング効率により、映像や争の他の 
サービスのために割り当てるビツトレートに影響を 
与えることなく、最大 7.1 チヤンネルの高晶質なサ 
ラウンド音声を実現ずることが可能になります。 


I— エーシー アドバンスドオーディオコーティング 

■ AAC (Advanced Audio Coding) 

扇 

BS デジタル放送および地上娘デジタル放送が探用 
している音声ちまで、 MPEG 2 規格のひとつでず。 
高圧縮率と高音質が特長で、 2 CH ステレオ音声に 
力□え、 5.1 CH サラウンド音声や多言語放送を巧能に 
しています。 W 下はパテントナンバーです。 
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その他 


Homi 

" HDMI " HSmi および " High-Definition 
Multimedia Interface " は HDMI Licensing LLC 
の商標または登録商標でず。 

HDMI について 

HDMI とは従来の DVI (Digital Visual Interface ) 規 
格をさらに発展させた新しい規格です。映像信号 
じぶえてオーディオ信号をデジタルで伝送ずる機能 
が追加されていまず。音声/映像用に複数のケー 
ブルが必要だったものが HDMI ケーブル1本で接 
続ができます。 

本機の HDMI 入化力端子は Ver . I . Sa に対応してい 
まず。 

《 HDMI ( High-Definition Multimedia Interface ) 


■ 夏作権保護について 

本概ま HDCP ( High-band width Digital Content 
Protection ) に対応しています。 HDCP はデー女 
の睛号化と相手機器の認証からなるコピープ□テ 
クシヨン(著作権保護）技術でず。デジタル映像コ 
ンテンツの保護を目的にしており、本機と接続す 
る機器も HDCP に対応している必要があります。 
HDCP に対応しているテレビ/モニクーなどと接 
続してください。また接続ずる機器の取扱説明書 
をご磕認のうえご使用く ださい。 


々：，.部つを称：呈本を続 I in 本操作 た用接続ミムち卜；ノ 応用操作困 P たときは 
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その他 


■ FM チユーナー部 

周液数範囲 .76.0-90.0 MHz 

実用感度 ( IHF 1 目. 4 dBf ).1.8 mV 

S / N 比（モノラル/ステレオ） . 75/70 dB 

歪み（モノラル/ステレオ） . 日.之/ 0.3 % 

ステレオセパレーシヨン . 1 kHz 45 dB 

実効選択度 . +300 kHz 目 Od 巨 

イメージ妨害比 . 83 MHz 目 Od 巨 

チューナー化カレべル （1 kHz , +75 kHz Dev ) 
. 500 mV 

■ AM チユーナー部 

周波数範囲 .531-1602 kHz 

実用感度 (Loop Antenna ). 400 uV/m 

S/Nht .50 dB 

歪み .400 Hz , 30 96 Mod . 0.5 96 

実効選択度 .±18 kHz 70 d 巨 

■ 才ーデイオ部 

定格化力に0 Hz -20 kHz/THD 二0.08 96 80) 

フ□ント L/R . 50 W / Ch 

センクー . 50 W / Ch 

サラウンド L/R . 50 W / Ch 

サラウンドバック L/R . 50 W / Ch 

実用最大化力 （1 kHz 目 QJ 曰 TA ) 

フ□ン hL/R . 75 W / Ch 

センクー . 75 W / Ch 

サラウンド L/R . 75 W / Ch 

サラウンドバック L/R . 75 W / Ch 

入力感度/インピーダンス . 180 mV /47 kO 

S / N 比(アナ□グ人力/ソースダイレクト）.… 105 d 巨 
周液数特性 

(アナ□グ入力/ソースダイレクト） 

. 8 Hz - 100 kHz 化 3 d 巨） 

(デジタル入力/9目 kHz PCM ) 
. 8 Hz - 45 kHz け3 d 巨） 


■ ビデオ部 

信号方ま . NTSC 

入力-化カインピーダンス . 75 Q 

入化カレペル . 1 Vp-p 

S/N 比 . 60 d 巨 

周波数特性（ビデオ） 

. 己 Hz -8 MHzC -1 dB ) 

周激数特性（コンポーネント Video ) 

. 5 Hz -80 MHz (-3 池） 

■ HDMI 

バージョン .1.3 a [入力] 

.1.3 a 趾力] 

■燃合 

電源電圧 . AC 100 V 50/60 Hz 

消費電力(電気用品安全法じよる） . 250 W 

スタンバイ消費電力 . 0.日机 


本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがありまずのでご了承ください。 


を部の名称ま本接続 まネ操作 応用接続シ妾ムセットアップ応用操作困ったときは 
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お手入れ 


巧 証 • アフターヴービスについて 


• 本機が汚れたときはやわらかい布でからふ’きし 
て<ださい。ちれがひどいときはやわらかい布 
(こ食器用洗剤を日〜目倍にうずめた巧を浸し、固 
く殺ってから汚れをふきとってください。その 
後、乾いた布でからぶきしてください。 

• アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤など揮 
発性のものが付着すると塗装がはげたり、光お 
が失われることがありますか6絶対にご使用に 
な6ないでください。 

また、化学ぞうきんでこすったり、長時間接触さ 
せたままにしておきまずと変質したり、臺料が 
はげたりずることがありますのでごま意くださ 
い。 


ステレオ音のエチケッ 


楽しい音楽も時と場所じよっては気になるもので 
す。離近所への配慮(思いやり）を十分にいたしま 
しょう。 

ステレオの音量はあなたのむがけ次第で大きくもル 
さくもなりまず。特に静かな夜間にはルさな音でも 
通りやすいちのです。夜間の音窠観賞には特に気 
を配りましょう。窓を閉めたり、ヘッドホンをごイを 
用になるのも一つの方法です。お互いに也を配り、 
'快い生活環境を守りましょう。 

の命公 


■ へッドホンのご巧巧について 

へ、ソドホン使巧時は音量を上げすぎないようごを 
意ください。大きな音量で長時間続けて闇くと、 
聴力に悪い影響を与えることがありまず。 


1. この商おには保証書を別遠添付してあります。 
保証書は r 販売店巧 ■ 保証期間」をご確認の上、 
販売店か6お受け取りしけ:だき、よくお読みの 
上、大切に保をしてください。 

2 . 本体の保証期間はお買い上げ日より1年間です。 
お買い上げ販売店又は弊社営業所で保証記載 
事項に基づき r 無料修理」致しまず。 

3. 保証期間経過後の修理について。 

修理によって機能が維持できる塌合は、お客様 
のご要望により有料修理致しまず。 

4. 当社はこの製品の補修用性能部品を製造む切 
禮最低8年間保有しています。 

日.補修用部品の詳細-ご贈答-ご転居等アフター 
サービスについての不明な点は、お買い上げ販 
売店または当社サービスセンターに遠慮なくご 
相談ください。 

6. 修理を依頼される際には、お手数でずがもう 
-度"困ったと劃ま"をご参照の上よくお調べく 
ださい。それでも直6ない時は、必ず電源プラ 
グを抜いてから、お買い上げ販売店または当社 
サービスセンターにご速絡ください。 


ご連絡いただきたい内容 

1) 品を AV サラウンド レシー バー 

2) 品番 NR 1501 

3) シリアルナンバー(製造番号） 

4) お買い上げ日 年月日 

已）故障の状況(できるだけ具体的じ） 

6) ご住所 

7) おを前 

8) 電話番号 


その他 


々一部つ名称 
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その他 


■ テレビ(ソースボタンち： TV ) 

Acer. 1141 

Admiral. 1002,10 叫 ，1089 

Aiko. 105 日 

Aiwa. 1117,1118 

Akai. 1001 

Amtron. 1023 

Anam.1113 

Anam National.1023,1069, 1092 

AOC. 1003 ,1024,1049,1127 

Audiovox. 1023 

Bell & Howell.10 日日， 102 已 

Benq.11 日 4,1142 

Broksonic.1003,1097,1098,1113 

Celebrity. 1001 

Citizen.1003,1013,1023 

1026,1059,1063 

Colortyme.1003, 1043 

Contec.1113 

Contec/Cony.1023,1045, 1047 

Craig.1020,1022,1023,1113 

Crown. 102 3,1067 

Curtis Mathes.1003,1013,1025 

1026,1062,1103,1110 

Daewoo.10 日 3,1013,1024,103 日 

1036,1059,1084,1101 

Daytron.1003,1013,1016 

Dimensia.11 日 3,1110 

Dumont.10 日 3, 1010, 1153 

Electroband. 1001 

Electrohome. 1001, 1003,1069,1133 

Emerson.1003,1013,1015 

1020,1021,1022,1023 
102 日， 1038 ,1044,1045 
1048,1055,1061,1094 
1096,1099,11 日 1,1113 

Envision.1003 

Fisher.1025,1051,1091,1160 

Fujitsu. 1038 ,1124,1125,1155 

Funai.1023,1038,1113 

Gateway. 1150 

GE. 1003,101 8,1022, 1046 

1054,1069,1085,1103 
1110,1113,1133 ,1136,1153 


Goldstar.1003,1013,1024 

1030 ,1045,1080 

1100 .1112.1154 

Hallmark. 1003 

Hisense. 1116 

Hitachi.1003,1012,1031,1032 

1037,1041,104 己 ，1047 
10 日 5,1 邮 8,1082,1088 

10 日 4,113 日 ， 1140,1145,115 日 

Infinity. 1067 

Janeil. 1134 

JBL. 1067 

JC Penney.1003,1013,1018 

1019,1024,102 目 
104 目 ,1047 ,1054 
1 邮 3,1083,1085 
1100 '1103, 1110 

1112.1133.1154 

Jensen. 1003 

JVC. 1028 ,1029,104 已 

1047,1050,1060,106 已 

Kawasho. 1001,1003 

Kenwood. 1003 

Kloss Novabeam. 102 3,105 目， 1057 ,1134 

KTV. 1013 ,1023,1033 

1034,1073,10 日日 ， 1113 

LG. 1024 '1030 

M.Wards.1002,1009,1038 

Magnavox. 100 3,1052,1053 

105 目 ,1057 ,1063 
1067,1081,1106 

Maran に .1003,1031,1067,1122 

Mitsubishi.1 邮 3, 1024, 1051 

1115,1122,1133 

Motorola. 1014,1 邮日 

NEC. 1003,101 2,1024,1043,1069 

NET-TV.1137,1150 

Orion.1020,1096 

Panasonic. 101 7,1067,1069,1095,1111 

Philips. 1003,101 1,1045,1052 

1054'105 目 ,1057 '1058 

10 日 3,1 邮 7,10 日日， 110 日 

Pioneer. 1003,1018,1037 

1070,1071,1094 
114 己， 1147,1149 

ド lasmsync. 113 已 


を部の名称基本接続 ま本操作 巧用接療システムセットアップ応用操作困ったときは 



42 


Portland. 1003,1013,1024,1059 

Price Club. 102 日 

Prism. 1018 

ProScan.1004,1005,1006,1007 

1008 ,1085,1103, 1110 

Proton. 1003 ,1045 

Quasar. 1010, 1 邮 9,1073, 1111, 1153 

Radio Shack.1003,1013,1015 

1023,1024,1025,1045 
1100 '1103' 1110 '1113 
RCA. 1003 ,1004,1005 


1006,1007,1008 
1014,1024,1049,1 邮 9 
1075,1079,1085,1087 
1088,1093,1094,1101 
1103,1110,1113,1153 


Realistic. 1103 

Bunco. 1010, 1153 

Sampo. 1150 

Samsung.1003,1013,1024,1026 

1040 ,1045,1062,1078 
1083,1090,1100,1105,1114 
1120,1121,114 日 , 1148,11 已 7 

Sansui. 1119 

Sanyo.1003,1025,1051,1072 

1077,1091,115 日 , 1157,1158 

Sharp. 1003 '1013' 1014 

1015,1045,1055,1064 
106 日， 1076 ,1089,1123 

Signature. 1009 

Sony. 1001, 1102,1108 

Soundesign. 100 3, 102 3, 103 8, 1063 ,1113 

Starlite. 1023 

Supre-Macy. 1134 

Sylvania.1003,1039,1042 

1052,10 已 3,1056,10 已 7 
1 邮 3,1067,1089,1151 

Symphonic.1023,1039,1044 

Tandy. 1014 

Tatung.1069 

Technics. 1018 

Techwood. 100 3, 1018 

Teknika.1003,1009,1013,1023 

1024,1026,1038,1045 
1047,1059,1063,1111,1113 
Telecaption. 1074 


Toshiba. 

Totevision. 

Universal. 

Video Concepts. 

. 1003,101 9,1025 

1026,1042,1074 ,1098 
1107,1 111, 1135,1136 
. 1013 

. 1046,1054 

. 1113 

ViewSonic. 

. 1006,1022,1109 


1128,1129,1130 ,1131 


1138,1143,1145 ,1150 

Wards. 

. 1003 ,1009,1015 


1024,1038 ,1044,1046 


1052,1054,1056 ,1057 


1067,1086,1103 ,1110 

White Westinghouse. 

. 1001,1101 

Yamaha. 

. 1003,1024 

Zenith. 

. 1003 ,1009, 1010 


1132,1144,1153 


■ CD プ レー ヤ ー( ソース ボタンを： CD ) 


AIWA. 3001,3002,3003 

AKAI. 300 4,3005, 3006 

AUDIO . 3007 

AUDIO LABS. 3008 

CALIFORNIA.3008 

CARVER. 300 9,3010,3011 

CASIO. 3012,3020 

CURTIS.3012, 3020 

DEMON.3013 

EMERSON.3014 

ASHER. 3011,30 15,3016, 3017, 3018 

GE.3019 

GENEXXA.3014,3020,3021 

HARMON.3022,3023,3051 

HITACHI. 3020 

INKEL.3024 

JC PENNEY.3012,3020,3025 

JVC.3026,3027 

KARDON.3022,3023,3051 

KENWOOD.3028,3029,3030,3031 

3032,3033 

KRELL.3010 

LUXMAN.3035,3036,3037,3038 

LX 1.3012,3014, 3020 

MAGNAVOX.3010,3039, 3040 































































































































MARANTZ.3010, 3041,3042, 3043 

MATHES.3012, 3020 

MCS.3012, 3020 

MGA.3023 

IVnSSION.3010 

MITSUBISHI.3023, 3044 

NAD. 30%, 3045 

NAKAMICHl.3046, 3047, 3048 

NEC MCS.3025 

NIKKO.3007, 3016 

ONKYO.3049, 3050, 3051,3052 

3055,3102,3103 

OPTIMUS. 3011,30 14, 3020, 3028, 3053 

3054, 3056, 3057, 3058, 3059 

PANASONIC.3008, 3060, 3061 

PHILIPS.3009, 3040 

PIONEER.3020, 3021,30 62, 3063, 3064 

QUASAR.3008 

RCA. 3011,30 14, 3065, 3066, 3067 

3068, 3069 

REALISTIC. 3011,30 14, 3020, 3042 

3054, 3057 

R 日 TEL.3010 

RS ORIGINAL.3070 

SAE.3010, 3083 

SAMSUNG.3071 

SANSUI.3014, 3068, 3072, 3073 

SANYO.3011, 3018, 3074, 3075, 3076 

SCOTT.3014 

SEARS.3012, 3014, 3020, 3028, 3042 

SHARP.3028, 3042, 3077 

SHERWOOD.3024, 3042, 305 目 , 3070, 3078 

SHURE.3025 

SONY.3039, 3079, 3080, 3081,3082, 3097 

3098, 3099,3100,3101 

SYLVAN IA.3010 

SYMPH 日 N に .3083 

TEAC.301 目 , 3042, 3057, 3083, 3084 

3085, 3086 

TECHN に A.3007, 3008, 3061,30 87, 3088 

THETA DIGITAL.3040 

TOSHIBA.3045 

VICTOR.3026 

YAMAHA.3007, 3089, 3090, 3091, 3092 

ZENITH.3016, 3093, 3094, 3095, 3096 


■ DVD プ レー ヤ ー( ソース ボタンち； DVD) 


Aiwa. 203 日 , 2037 

Apex. 2012, 2017, 2018, 2019, 2021, 2034 

BOSE.2038, 2039, 2063 

Denon.2047, 2048 

Funai.2049 

GE. 200 9, 2020, 2029, 2033 

Harman Kardon.2061 

Hitachi. 200 8, 2012, 2031 

JVC.200 日 , 201 日 , 2040 

2041,20 42, 2043 

Kenwood.2053, 2054 

Koss.2058 

Magnavox. 200 7, 2011, 2023, 2025 

Marantz.2025, 2065 

Mitsubishi. 2011,2015 

Onkyo.2062 

Oritron.2009, 2030 

Panasonic.2003, 2015, 2016, 2055 

Philips. 200 7, 2011,2058 

Pioneer. 200 2, 2014, 2056 

ProScan. 200 9, 202 日 ， 2032 

RCA. 200 5, 200 9, 2020, 2035, 2057 

Sampo.2041 

Samsung. 200 8, 2012, 2022, 2024, 2027 

Sanyo.205 日 ， 2052 

Sharp.2044, 2045 

Sherwood.2051 

Sony. 2001,20 13, 2059 

Toshiba. 200 4, 200 8, 202 日 , 2028 

Yamaha.204 日 ， 2060 

Zenith.2010 


その他 


■ 衛星巧をチユーナ ー 
(ソースボタンち： DSS ) 

Alphastar. 4027 

Amstrad. 4046, 4047, 4050 

Atsky. 4048 

BSkyB . 4021,40 45,4046 

Chaparral.4039 

DIRECTV. 4001,40 16, 4044 

DISH Network. 4030 

Drake.4026 

EchoStar..... 4007,4017,4018,4019,4020, 4062, 4063, 4064 

Eurosky.4047, 4056 

Express Vu. 4017 

Foxtel.4051 

Freesat.4056 

Fujitsu.4025 

GE. 400 2,4008,4009 

General Instruments.403 日 , 4037 

Gradients.4044,4057 

Hitachi. 4001,4015 

Hughes. 4001,401 日 

Humax.4049,40 加 , 40 引， 4052,4053 

Janeil.402 已 

JVC. 4001,4017 

Mitsubishi. 4001,4016 

Nokia.4058,4059,4060,4061 

Optima.4048 

Panasonic.4004, 4010 

Philips. 4031,40 35,4044,4057 

ProScan. 400 2, 仙 08, 仙 09,4011 

Radio Shack.403 日 , 4037 

RCA.4002,4008,4009,4029 

Realistic.4040 

Rural Cable.4036 

Samsung.4022,4027,4042,4043,4050,4054,4055 

Schneider. 4041,4043 

SKY.4044, 4045, 4057 

Skyplus.4048 

Skysat. 4041,40 47,4056 

Sony. 400 3,4012,4014,4065,4066,4067 

Star Choice.4032 

Star Irak.4024 

STS.4038 

SuperDish.4028 

Teac.4049 

Thomson.404 日 , 405 日 

Toshiba. 4001,40% 


Uniden. 400 5, 400 6,4013 

Universum.40 巳 6 

Video Pall.402 已 

Zenith.4023,4025,4033 


■ ブルーレイデイスクプレーヤー 
(ソースボタン名： BD ) 

Denon. 5034, 5035, 5036 

Hitachi. 加 31,5032, 加 33 

Integra. 5013 

JVC. 5014, 5015, 加 17, 加 18, 加 19, 5020 

LG. 加 10, 加 11 

Marantz. 5026, 5027 

Mitsubishi. 5024,5025 

Onkyo. 5013 

Panasonic.5001,5002, 5003 

Philips. 5004 

Pioneer. 5005 

RCA.5012 

Samsung. 已 005 

Sharp. 加 28, 加 29, 加 30 

Sony.5007, 5008, 5009, 5016 

Toshiba. 5012 

Yamaha. 加 21,502 2, 加 23 


々基つ名称：呈本を続 一軍霉巧 た0続ミ M ちよ心プを用操作里_つたと C 











































































































































mai^antz 


お客様ご相談センター 


巧 （03) 3719-3481 

ご相談受付時間 

9 : 30 - 12 : 0013 : 00- 17 : 00 
(±日祝日当社休日を除く） 


修理に関しましては添付の 「製品のご相談と修理.サービス窓口のご案内」 をご覧くださし、。 


株式会社マフンツコ ンシュ-マ-マ-ケティング 


当社の最新情報をインターネット上でご覧下さい。 

http://www.marantz.jp 
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